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近
世
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落
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佐
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ア
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)
イ
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グ
シ
ハ
ン
の
青
海
準
駐

一
六
三

0
年
代
に
、

顧
貫
汗
)
は
青
海
に
進
駐
し
、

を
撃
ち
、

ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
に
あ
っ
た
ホ
シ
ョ

卜
部

O
o
m
qc
L

藤

長
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の
部
長
グ
シ
ハ
ン
の
口
開

F官
ロ
(
〉
の
ロ
合
同

FnEロ
、
固
始
汗
、

全
チ
ベ

ッ
ト
を
征
服
し
た
。

更
に
一
六
四
二
年
に
は
チ
ベ
ッ
ト
の
中
心
ラ
サ
に
進
出
し
て
ツ
ア
ン
パ
カ
ン

P明
白
沙
問

g
r
r
g
(蔵
巴
汗
〉

そ
の
長
子
ダ
ヤ
ン
ロ
ミ
自
の
直
系
は
引
績
き
ラ
サ
に
駐
在
し
、

ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
保
護
者
と
な
っ

た



が
、
他
の
諸
子
の
系
統
は
概
ね
青
海
に
駐
牧
し
、
所
謂
青
海
厄
魯
特
ま
た
は
青
海
和
碩
特
と
し
て
名
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
ず
れ
の

系
統
も
チ
ィ
ッ
ト
、
西
北
遁
境
の
政
治
献
勢
に
多
穴
の
影
響
を
興
え
る
存
在
と
な
っ
て
、
史
上
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
、
青
海
に
駐
牧
し
た
諸
子
の
子
孫
が
ど
の
よ
う
な
系
統
で
あ
り
、
何
慮
に
牧
地
を
持
っ
て
い
た
の
か
な
ど
の
問
題
は
、
一
向
に
明
か
広
さ
れ

て
い
な
い
。
本
稿
で
は
そ
れ
ら
の
問
題
を
で
き
る
だ
け
詳
し
く
扱
い
、
清
朝
初
期
の
西
北
事
情
の
一
端
の
解
明
に
些
か
の
寄
輿
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
ー

に
山
口
、

さ
し
嘗
っ
て
グ
シ
ハ
ン
の
青
海
進
出
は
如
何
に
行
な
わ
れ
た
か
と
い
う
問
題
か
ら
始
め
よ
う
。
グ
シ
ハ
ン
が
青
海
に
進
出
し
た
事
情
は
、
既

①
 

ア
l
マ
y
ド

N
・
〉

rs包
雨

氏

の

研

究

に

よ

っ

て

よ

く

説

明

さ

れ

て

い

る

。

ゲ

ル

グ

パ

の

座

迫

さ

れ

て

い

即
ち
グ
シ
ハ
ン
は
、

る
事
情
を
或
る
ラ
マ
か
ら
訴
え
ら
れ
、
寅
情
調
査
の
た
め
ラ
サ
に
向
っ
た
。
途
中
青
海
の
チ
ョ
ク
ト
ウ
ハ
ン
の
ミ
Z
官
ロ
の
子
ア
ル
ス
ラ
ン

〉

g-g
に
禽
っ
た
が
、
ア
ル
ス
ラ
ン
は
軍
を
率
い
て
ゲ
ル
グ
パ
を
覆
滅
す
る
た
め
に
ラ
サ
に
向
う
途
上
に
あ
っ
た
。
グ
シ
ハ
ン
は
彼
を
説
得

し
、
そ
の
意
圃
を
拙
棄
さ
せ
た
が
、
そ
の
年
の
う
ち
に
大
軍
を
率
い
て
青
海
に
現
わ
れ
た
(
青
海
史
四
三
四
頁
、
〉
同
・
匂
・

ω30

そ
の
年
ハ
一
六
一
一

5
に
、
グ
シ
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ

l
ト
ル
タ
イ
ジ
町
宮

F
5
F
m
Y
(〈
切
呉
白
骨
ロ
ユ
ミ

ιむ
と
聯
合
せ
る
軍
を
率
い
、

こ
の
地
方
(
青
海
)
に
到
着
せ
り
。
道
は
イ
レ

J
E
r、
タ
リ
ム
叶

E
H昨
日
、
へ

l
タ
グ
国
g
g
m
の
川
、
大
ダ
ム
恒
仏
曲
目

n
Zロ

M
M
O

の
秋
冬
の
候
に
氷
結
せ
る
を
渡
り
て
、
青
海
の
境
域
な
る
ブ
ル

γ
、
ゲ
ル
切
口

z
p
m
R
に
到
り
、
人
馬
の
疲
れ
た
る
を
癒
し
、
多
く

の
種
類
の
獣
の
住
む
山
に
ミ
シ
ガ
ン
ヤ
ム
ト
ゥ
冨
E
m
d
gロ
吉
田
吾
ロ

一の
名
を
付
け
た
り
。
丁
丑
の
年
ハ
ニ
ハ
=
き
の
正
月
、
青
海
の
高

二
つ
の
山
の
噴
は
血
も
て
赤
く
染
ま

-79ー

‘地
に
至
り
、

の
軍
三
蔦
と
激
戦
せ
り
。

ゲ
、
故
に
今
日
〔
そ
れ
は
〕
大
小
ウ
ラ
ン
ホ
シ
ョ

C
-
s
r
0
2
と
稿
せ
ら
る
。
御
子
ダ
ヤ
シ
タ
イ
ジ
叶
宮
司

S
F
o
τ
τ
(〈
口
同
-

M
『

g
g
u可
否
〉
ら
軍
と
と
も
に
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
の
残
議
を
ハ
ル
ゲ
ル
出
R

m己
の
氷
れ
る
に
よ
り
て
〔
渡
り
〕
遣
い
て
破
り
ぬ
。
若
干
の

兵
は
そ
の
東
側
の
谷
に
向
い
、
そ
の
所
を
占
領
せ
る
に
よ
り
、
今
日
〔
そ
こ
は
〕
シ
ャ
ハ
ル
明
田
宮
同
と
稿
せ
ら
る
。
首
領
の
ツ
ォ
タ
ト

ゥ
は
土
擁
鼠
の
穴
よ
り
引
出
さ
れ
、
捕
え
ら
れ
て
、
ゲ
デ
ン
パ
ロ
m
o
E
S
宮
(
ゲ
ル
グ
パ
)
の
数
敵
は
打
ち
破
ら
れ
た
り
。

一
高
の
兵
も
て
ツ
ォ
ク
ト
ゥ
、
H
，
F
G
F
g
(〈
ロ
ミ
Z
〉
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楊
和
清
氏
は
青
海
史
の
語
註
に
お
い
て
、

同
ロ
・
由
。
〉
、
こ
れ
は
青
海
史
の
後
の
文
で
、
グ
シ
ハ
シ
よ
り
パ

1
ト
ル
ホ
ン
タ
イ
ジ

E
M同
F
5
rロロ
m
F刊
〕
伺
〈
切
呉
国
同
ロ

H
G
g
m
g
uユ
出
の

パ
ー
ト
ル
タ
イ
ジ
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
の
バ
l
ト
ル
ホ
ン
タ
イ
ジ
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
(
〉
戸
句
・
芯
-

稿
暁
を
贈
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
と
い
え
る
。
楊
氏
は
更
に
イ
レ
は
イ
リ
臣
、

タ
リ
ム
は
叶
但
片
山
目
、
大
ダ
ム
は
吋

E
ナ

内同同ヨ八、
H
，
任
者
同
古

σ牛田
B
、
ブ
ル
ン
ゲ
ル
は
回

Z
Eロ
-
2
2
だ
と
す
る
が

(
H
E
L
・
P-
由
回
)
、
ブ
ル
ン
ゲ
ル
は
そ
の
所
在
と
し
て
記
す
布
隆
士
口

爾
河
で
は
あ
る
が
、
エ
ム
ネ
ブ
ル
ン
ギ
ル
開
B
ロ
ロ
叩
げ
巳
田
口
jmm可
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

に
小
河
川
と
し
て
存
在
す
る
。

十
三
排
聞
に
よ
れ
ば
布
隆
士
ロ
爾
河
は
青
海
湖
の
西

国
間
聞
は
タ
リ
ム
盆
地
か
ら
青
海
に
扱
け
る
道
の
要
衝
ガ
ス
寸
g
u
d
(嘩
斯
)
の
靴
語
で

タ
グ

g
m
は
ト
ル
コ
語
の
色
白
何
で
「
山
」
で
あ
る
か
ら
、
へ
I
タ
グ
は
ガ
ス
の
近
傍
に
あ
っ
た
山
で
、
ト
ル
コ
語
説
し
た
名
稿
と

そ
の
山
の
側
に
川
が
流
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ウ
ラ
ン
ホ
シ
ョ
は
や
は
り
楊
氏
の
い
う
ご
と
く
巴
釘
ロ

A
O
E
〈
C
E
Eロ

へ
l
タ
グ
の
へ
l

あ
ろ
う
。

考
え
ら
れ
る
。

雪
印
即
日
、
回
(
山
鳴
)
で
あ
る
(
円
古

ι-F
也吋)。

」
の
文
は
グ
シ
ハ
ン
が
タ
リ
ム
か
ら
ガ
ス
路
を
逼
り
、

ツ
ア
イ
ダ
ム
に
沿
う
て
青
海
湖
の
西
端

- 80ー

に
達
し
、
そ
こ
で
一
高
の
軍
を
以
て
チ
ョ
ク
ト
ゥ
を
打
ち
破
っ
た
こ
と
を
示
す
。
更
に
青
海
史
四
三
四
頁
に
は
、

戊
寅
の
年
(
一
六
=
一
八
)
、
己
卯
の
年
(
一
室
。
と
順
次
、

グ
シ
ハ
ン
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
す
べ
て
の
旗
も
ま
た
青
海
の
方
面
に
到
着
せ
り
。

と
あ
る
か
ら
、
前
引
の
文
と
併
せ
見
て
、

ホ
シ
ョ
ト
の
か
な
り
の
部
分
が
二
ハ
三
七
、
三
八
、
三
九
年
の
う
ち
に
青
海
に
移
動
し
た
こ
と
が
確

認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
移
動
し
て
き
た
ホ
シ
ョ
ト
は
何
慮
を
そ
の
根
接
地
と
し
た
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
も
青
海
史
が
重
要
な
史
料
を
提
供
す
る
。

ケ
ン
ボ

ωロ
5
3
B
r
r
g
ち
は
こ
の
書
の
中
で
、
自
ら
の
生
れ
故
郷
の
ト
リ
↓

ro--
に
係
け
て
次
の
ご
と
く
い
う
(
青
海
史
四
三
七
頁
〉
。

ス
ン
バ

大
王
グ
シ
の
三
人
の
妃
に
生
れ
た
る
十
子
の
家
の
大
部
分
の
子
孫
は
、
最
初
に
青
海
の
ム
チ
ュ

H
N
g
z
n
E

オ
イ
ラ
ー
ト
の
右
翼
司
白
『
O
ロ
偶
者
同
吋
(
〈
切
回
同
国
吉
ロ
苫
円
〉
と
稿
せ
ら
れ
た
り
。

の
畔
の
ト
リ
と
い
わ
れ
た

る
所
を
領
し
、

楊
氏
は
ム
チ
ュ
を
マ
チ
ュ

HN目白
n
y
c
(
黄
河
上
流
)
の
誤
と
昆
て
い
る
が
、
同
感
で
、
従
っ
て
ト
リ
は
十
三
排
圃
に
お
い
て
、
青
海
湖
の
南

側
、
黄
河
に
沿
う
て
托
里
達
巴
漢
同
，

y
o
-
-
E
E
E回
(
ト
リ
峠
)
、
托
里
布
控
克
同
，

Z
Z
E目
白
『
(
ト
リ
泉
)
と
あ
る
所
で
あ
ろ
う
。



ま
た
青
海
ホ
シ
ョ
ト
が
オ
イ
ラ
ー
ト
右
翼
と
稽
せ
ら
れ
た
記
事
は
、
寡
聞
に
し
て
本
書
以
外
に
は
な
い
。
勿
論
こ
れ
に
劃
す
る
オ
イ
ラ
ー
ト

左
翼
は
ま
さ
に
ジ
ュ
ン
ガ
ル

T
mロ
ロ
吋

R
(準
鴎
爾
〉
で
、
こ
の
文
は
ジ
ュ
ン
ガ
ル
と
い
う
言
葉
の
持
つ
意
味
を
明
か
に
す
る
一
つ
の
材
料

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
尤
も
ス
ン
バ
の
説
明
に
よ
れ
ば
ポ
シ
ョ
ト
は
青
海
に
移

っ
て
か
ら
、
即
ち
本
地
の
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
よ
り
南
下
し
て
か
ら
右

翼
と
呼
ば
れ
た
ご
と
く
で
あ
り
、
本
地
に
い
た
と
き
も
四
オ
イ
ラ
ー
ト
ロ

rzロ
0
1
2
L
の
右
翼
に
属
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
こ
の
文
で
は

不
明
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
こ
こ
で
は
、
グ

シ
ハ
ン
一
涯
が
最
初
に
は
青
海
湖
南
岸
、
黄
河
の
畔
に
そ
の
根
接
地
を
置
い
た
こ
と
を
明
か
に
す

れ
ば
足
り
る
。

青
海
ホ
シ
ョ
ト
部
の
成
立
と
そ
の
範
園

つ
い
で
、
移
動
し
て
き
た
ホ

シ
ョ
ト
は
如
何
に
組
織
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
中
園
文
献
を
参
照
し
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

。。

グ
シ
ハ
シ
に
は
十
人
の
子
が
あ

っ
た
。
そ
の
う
ち
長
子
の
オ
チ
ル
ハ
ン
ダ
ヤ
ン
。
己
同
宮
ロ
ロ
ミ
白
ロ
は
チ
ベ

ッ
ト
に
行
き
、
後
に
第
二
代

の
チ
ベ

ッ
ト
王
と
な

っ
た
。
九
男
の
ゴ
ン
(
ボ
)
チ
ャ
グ
ン
の
αヨ
ゲ
ロ

g苫
ロ
は
後
繕
者
が
な
か

っ
た
か
ら
、

結
局
青
海
に
は
八
人
の
子
が

残
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
八
子
が
車
内
海
湖
近
濯
の
牧
地
に
よ
っ
て
、
嘗
時
西
北
最
強
の
遊
牧
集
圏
を
形
成
し
て
い
た
。
世
に
「
和
碩
特
八

台
吉
」
ま
た
は
「
青
海
八
台
吉
」
と
稽
さ
れ
る
の
が
こ
れ
で
、
表
停
巻
八
一
、
五
丁
表
(
要
略
倉
一

O
、
六
丁
裏
同
様
〉
に
は
、

部
費
爾
汗
弟
、
自
衰
布
察
葎
無
嗣
外
、
飴
八
人
皆
居
青
海
、
故
其
喬
稽
和
碩
特
八
台
吉
。

と
あ
り
、
朔
漠
巻
四
二
、
六
丁
裏
に
は
、
康
照
三
十
六
年
に
青
海
タ
イ
ジ
等
を
招
撫
し
た
と
き
の
康
煎
帝
の
議
旨
に
、

召
爾
等
青
海
八
台
士
口
。

@
 

と
あ
る
も
の
で
あ
る
。

告1



大
清
一
統
志
巻
五
四
六
青
海
厄
魯
特
三
丁
表
及
び
表
停
巻
八
一
、
三
丁
表
に
よ
れ
ば
、

、グ
シ
ハ

γ
は
生
前
に
、
青
海
ホ
シ
ョ
ト
を
左
右
雨
翼

に
分
ち
、
左
翼
に
ダ
ヤ
ン
、
オ
ン
ボ
、
ダ
ラ
ン
タ
イ
、
パ
ヤ
ン
ア
ブ
ガ
イ
ア
ユ
シ
の
四
人
を
置
き
、
右
翼
に
イ
ル
ド
ゥ
チ
以
下
六
人
を
置
い
た

と
い
う
。
一
見
右
の
八
タ
イ
ジ
の
稿
と
矛
盾
す
る
ご
と
く
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
十
人
を
左
右
翼
に
分
っ
た
の
が
最
初
で
、
そ
の
う
ち
ダ
ヤ
ン
が

チ
ャ
グ
ン
は
世
を
去
っ
て
八
タ
イ
ジ
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
c

ダ
ヤ
ン
の
嫡
長
ダ
ラ
イ
ハ
ン
ロ
色
色
門
戸
曲
ロ
の
系
統
は
、
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m
n
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E
E
a
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丁
伊
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都
世
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口

EnF

顧
賓
汗
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口
相
即
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ロ
上

「
達
額
巴
圃
爾
多
爾
済
ロ
色
巳

V
3
g
E
U
O
H廿

7
瑚
魯
木
什

ο
0
2日即日

ー
桑
鳴
爾
札

ω曲
目
四
四
B
H
V
(
〈の

gH山
色

白

悶

師

同

同

E
-
3

l
濠
(
布
〉
察
揮
の
O
H
ロ
ゲ
ロ
口
問
苫
ロ

1

遼
什
巴
圃
爾
ロ
印
刷

H
E『曲
Z
H

抜
け
、

グシハンの十子〕〔第一表
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く
ラ
サ
に
在
ア
た
が
、
そ
の
他
の
ダ
ヤ
ン
の
諸
子
は
青
海
に
残
っ
て
牧
地
を
持
っ
て
い
た
か
ら
、
左
右
翼
が
分
た
れ
た
と
き
は
、
こ
の
系
統
も

前
述
の
ご
と

青
海
に
い
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

さ
て
左
右
翼
の
範
圏
で
あ
る
が
、
先
ず
左
翼
に
つ
い
て
、
右
の
一
統
志
巻
五
四
六
及
び
遊
牧
記
に
示
す
境
界
を
拳
げ
、
そ
の
説
明
を
行
な
お

う
東
ー
ー
西
寧
港
外
棟
科
爾
廟
。
十
三
排
園
の
冬
科
爾

E
o
b
島
O
H
が
こ
の
棟
科
爾
に
嘗
る
で
あ
ろ
う
。

亨
冨
主
主
主
5
2
(蒲
勤
廟
叫
が
棟
科
爾
廟
と
呼
ば
れ
る
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。

西
1

i
嘉
硲
閥
漫
外
挑
賓
河
。
嘉
硲
闘
の
東
南
を
東
北
か
ら
西
南
へ
流
い
れ
る
托
・
来
河
同

12Ewoo-(北
大
河
〉
で
あ
る
。

或
は
そ
の
近
傍
の
妻
達
里
珠
克
特

十
三
排
固
で
は



桃
来
河
で
あ
る
。

南
ー
ー
西
寧
漫
外
博
羅
充
克
克
北
岸
。
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ケ
ク
河
切

O
B
n
E
m
r認
可
oo-
は
西
寧
の
北
を
流
れ
る
渥
水
の
上
流
の
一
支
流
で
あ

る。
北
ー
ー
涼
州
港
外
西
刑
塔
技
界
。

呼
ば
れ
る
草
原
で
あ
る

b

新
志
巻
三
、

北
至
大
逼
協
城
大
雲
山
一
百
二
十
五
里
、
其
山
逼
大
草
灘
、
接
連
涼
州
府
界
。

と
あ
る
か
ら
、
大
通
協
城
(
青
海
省
大
通
豚
)
の
東
北
の
大
雲
山
を
越
え
て
涼
州
の
近
く
に
こ
の
ス
テ
ッ
プ
が
蹟
が
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ

シ
ラ
タ
ラ
(
シ
ャ
ラ
タ
ラ

)
ω
F
E
Z
-目
は
遊
牧
記
に
は
!説
明
、
が
な
い
が
、

普
遁
大
草
灘
ま
た
は
黄
草
灘
と

一
O
丁
表
に
大
通
衛
を
説
明
し
て
、

「
西
寧
府
西
北
一
百
一
十
里
」
と
い
い
、

ま
た
、

う
東
南
|
|
西
寧
港
外
控
刑
山
。
投
刑
山
は
遊
牧
記
に
は
、

と
説
明
し
て
い
る
。
納
位
薩
並
嶺
は

Z
2
8
S
Eロ
E
E
E
で、

西
寧
と
黄
河
の
間
に
あ
る
日
月
山
を
指
し
、
膏
布
秦
爾
嶺
は
恰
不

- 83一

一
統
志
、
納
並
薩
並
嶺
在
西
寧
遁
外
八
十
七
里
、
其
西
有
斉
布
秦
爾
嶺
相
近
、
又
有
暗
詑
嶺
、
按
位
刑
山
師
恰
位
嶺
也
。

恰
の
与
三
一苫
円
附
近
の
山
で
あ
ろ
う
。
恰
位
嶺
も
恐
ら
く
そ
の
近
く
で
巴
g
g
(神
山
)
の
意
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
控
刑
と
寓
さ
れ
て

も
よ
い
わ
け
で
あ
る
。
遊
牧
記
の
説
明
に
従
い
た
い
。

西
北
|
|
甘
州
漫
外
額
済
納
河
。
オ
チ
ナ
河
開

n-5
『

O
乙
で
あ
る
。

東
北
|
|
永
昌
遁
外
。
永
昌
は
甘
粛
省
武
威
鯨
の
西
北
に
あ
る
。

西
南
|
|
嘉
崎
開
港
外
布
隆
士
口
爾
河
岸
。
ブ
ル
ン
ギ
ル
河
∞
三
自
認
可
否
。
-
は
普
通
疏
勤
河
と
呼
ば
れ
、

遣
を
通
る
。
遊
牧
記
は
や
は
り
こ
の
河
を
ブ
ル
ン
ギ
ル
河
と
見
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
十
三
排
園
で
は
嘉
陥
闘
の
西
南
港
に
布
隆

嘉
陥
闘
の
西
、

玉
門
鯨
の
西

吉
爾
必
桂
は
二
種
あ
り
、

一
つ
は
北
左
翼
旗
の
南
漫
の
ブ
ル
ン
ギ
ル
即
ち
エ
ム
ネ
ブ
ル
ン
ギ
ル
で
あ
る
が
、
多
分
こ
こ
で
の
ブ
ル
ン
ギ
ル

は
こ
れ
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
河
は
青
海
湖
の
西
漫
に
あ
る
が
、
現
在
の
地
固
で
は
比
定
で
き
な
い
。

83 
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こ
れ
に
よ

っ
て
左
翼
は
大
韓
、
西
寧
か
ら
青
海
湖
へ
か
け
て
の
線
の
北
側
に
い
た
こ
と
が
分
る
。
右
翼
の
境
域
も
ま
た
一
統
志
巻
五
四
六
、

遊
牧
記
に
は
次
の
ご
と
く
あ
る
。

東
ー
!
棟
科
爾
廟
。
右
に
同
じ
。

西
l
|
ι
晦
斯
池
。
遊
牧
記
は
、
棟
科
爾
廟
よ
り
西
鴎
斯
池
ま
で
二
千
五
百
里
と
い
い
、
黄
河
上
流
郡
霊
海
。
日
ロ
関
口
呉
日
の
東
北
に
あ
る

固
爾
班
喝
斯
池
門

5
Eロ
苫
凹

-
E
E百
円
(
三
ガ
ス
)
を
こ
れ
に
嘗
て
て
い
る
。

し
か
し
一
統
志
に
よ
る
と
、
西
寧
港
外
克
騰
庫
特
見

開
笠
宮
ロ

W
E己
か
ら
西
南
木
魯
烏
蘇

Z
E
E
5
Z
(回目}岡山口
r
g
)

ま
で
一
千
五
百
品
開
里
と
あ
り
、
ほ
ぼ
そ
の
長
さ
は
ト
ン
コ
ル
廟
か

ら
三
ガ
ス
ま
で
の
距
離
と
等
し
い
。
と
す
る
と
遊
牧
記
の
最
初
の
説
明
の
二
千
五
百
里
と
は
一
致
し
な
く
な
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
い
う
喝

ツ
ア
イ
ダ
ム
の
西
遁
に
あ
る
ガ
ス
ノ
l
ル
ロ
田
守
口

E
吉
岡
と
考
え
た
い
。

こ
の
地
は
軍
事
上
の
要
黙
で
も
あ
り
、
グ
シ
ハ

ン
が
こ
こ
を
通
っ
て
青
海
へ
進
駐
し
た
こ
と
は
既
に
燭
れ
た
。
遊
牧
記
は
方
略
の
董
大
成
の
言
を
引
い
て
、
寸
策
妄
阿
刑
布
坦
出
入
咽
喉

要
路
」
と
い
い
、
そ
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
使
者
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
ジ
ュ
ン
ガ
ル
が
此
虚
を

通
り
、
西
寧
ま
た
は
チ
ベ
ッ
ト
へ
の
道
と
し
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
康
照
五
十
六
年
(
一
七
一

3
の
ツ
ェ
ワ
ン
の
軍
の
ラ
サ
侵
入
の
と

き
だ
け
は
此
慮
を
逼
ら
ず
に
チ
ャ
ン
タ
ン
高
原
を
縦
断
し
て
往
復
し
た
。
此
慮
を
逼
ら
な
か
?
た
こ
と
が
こ
の
と
き
の
作
戦
の
秘
匿
に
成

斯
池
は
、
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功
を
粛
し
だ
の
で
あ
・る。

南
ー
ー
松
潜
溢
外
津
蝋
嶺
。
遊
牧
記
に
は
、

嶺
在
生
蕃
弓
横
地
界
、
有
湾
蝋
河
、
出
其
陽
、
西
南
流
入
松
潜
臆
界
、
南
合
大
江
、
鹿
北
四
十
皇
、
有
湾
臨
皆
、
設
遊
撃
駐
防
。

と
あ
る
か
ら
、
松
潜
の
東
方
ま
た
は
東
北
方
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
中
園
の
地
圃
で
は
津
措
替
な
る
地
名
が
あ
る
が
、
脂
は
蹴
と
同
音
同

義
で
あ
る
か
ら
湾
臨
嶺
は
、
同
文
志
巻
二

O
、
四
三
丁
表
に
あ
る
持
控
切
可
包
『
と
同
一
で
あ
ろ
う
。

北
l
l
-博
羅
充
克
克
南
岸
。
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ケ
ク
河
に
つ
い
て
は
説
明
ず
み
。

東
南
|
|
挑
州
遁
外
蓮
爾
済
嶺
。
遊
牧
記
に
、



達
爾
済
嶺
卸
一
一
統
志
之
托
躍
嶺
也
、
在
挑
州
衛
漫
外
、
挑
一河
瑳
源
慮
、
即
西
傾
山
之
脊
嶺
最
高
大
。

と
あ
る
の
で
、
多
分
挑
州
(
甘
粛
省
臨
海
豚
〉
の
西
方
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
達
爾
済
は
り
同
町
円
建
曲
目
と
考
え
ら
れ
る
。

ば
托
躍
嶺
叶
ro--
仏
与
同
苫
と
同
一
に
な
る
。

西
北
|
|
嘉
陥
闘
外
塞
爾
騰
、
西
爾
喝
担
金
界
。
西
爾
喝
泣
金
は
十
三
排
園
の
西
爾
喝
爾
近
必
技

g
E
E
F
E
E
E
を
指
し
、
現
在
圃
の

薫
河
ま
た
の
名
沙
詑
果
勤
河

ω即
日
吉
o-
で
あ
ろ
う
。
ー
塞
爾
騰
は
、
遊
牧
記
に
ー

一
統
志
に
従
え

在
奮
沙
州
衛
西
南
三
百
儀
里
。

と
あ
り
、
即
ち
十
一
一
一
排
園
の
色
爾
騰
必
並
で
あ
ろ
う
。
色
爾
騰
は

ω釦
-
s
Eロ
(
叉
、
股
)
で
あ
ろ
う
か
。

東
北
|
|
西
寧
遁
外
克
騰
庫
特
爾
。
ク
イ
テ
ン
コ
ト
ル
関
口
伊
丹
叩
ロ

w
α
Z
H
は
説
明
、
ず
み
。

西
南
|
|
穆
魯
烏
蘇
河
。
穆
魯
烏
蘇
は
前
掲
の
ご
と
く
ム
ル
ウ
ス
河
で
、
中
園
で
は
遁
天
河
と
も
い
う
。
下
流
は
金
沙
江
。

こ
れ
に
よ
っ
て
右
翼
は
、
青
海
よ
り
南
、
ム
ル
ウ
ス
の
線
ま
で
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
即
ち
左
右
翼
の
境
界
線
は
西
寧
、
車
両
海
湖
を
結
ぶ
線

:-85一

で、

、そ
れ
よ
り
北
が
左
翼
で
あ
り
、
南
が
右
翼
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
青
海
史
は
左
右
翼
の
建
置
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
興
味
あ
る
記
述
を
し
て
い
る
(
青
海
史
四
三
七
頁
)
。

第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
ゴ
マ
ン

ω
∞O
B陣

内
戸

の
無
任
所
ラ
マ

回
-
白

N
巨
円

の
ホ
ル
ガ
ワ
ン
チ
ン
レ

l
フ
シ
ド
ゥ
ブ

国

2

2白
m

円
四

g
b

g
r
z
-
8
5
zロ
m
E
E
に
メ
ム
ン
ハ
ン

Z
。
B
E
Eロ
(
八
Z
o
g
gロ
官
ムロ
)
の
稿
競
を
興
え
、
一
青
海
の
地
に
遣
わ
せ
り
。
彼
到
り

て
ジ
ュ
ラ
グ
恒
Y
F
W
の
高
地
の
シ
ュ
グ
シ
ャ
ベ

l
ト
ン
わ
c
m
官
匂
色
白
件
。
砂
の
河
の
合
流
黙
の
、

ジ
ュ
ン
ガ
ル

(
日
ホ
シ
ョ
ト
)

に
よ
り
て
前
よ
り
保
持
さ
れ
た
る
タ
グ
ナ
ゴ
ウ
シ
皆
同

m
g白
∞
o
f
z
回
目
寺
院
の
近
傍
に
、

根
擦
を
配
分
し
た
り
。
卸
ち
〔
そ
れ
ら
を
〕
右
翼
、
左
翼
と
な
し
、

〔
人
び
と
は
〕

各
々
の
住
地
の

後
の
乙
卯
の
年
(
一
き
さ
ま
で
す
べ
て
和
し
、
人
、

す
べ
て
の
首
領
を
集
め
、

85 

家
畜
は
増
加
し
つ
つ
、
幸
福
に
時
を
過
し
て
住
ま
え
り
。

こ
の
文
は
、
前
に
慣
れ
た
左
右
翼
の
配
分
が
グ
シ
ハ
ン
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
と
い
う
中
園
側
の
記
'録
と
矛
盾
す
る
ご
と
く
で
あ
る
。
し
か
し
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そ
の
内
容
の
詳
細
な
の
を
見
る
と
中
園
側
の
記
録
よ
り
極
め
て
具
鐙
性
を
そ
な
え
て
い
る
。
唯
ノ
ム
ン
ハ
ン
に
よ
っ
て
何
時
左
右
翼
の
分
置
が

行
な
わ
れ
た
か
の
時
期
が
、
寅
は
こ
の
文
で
は
不
明
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
ノ
ム

γ
ハ
ン
と
呼
ば
れ
た
ガ
ワ
ン
チ
ン
レ
l
フ
ン
ド
ゥ
ブ
に

闘
す
る
年
代
を
問
題
と
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
に
は
彼
の
座
主
と
な
っ
て
い
た
ツ
ェ
ン
ポ
ガ

γ
デ
ン
ダ
ム
チ
ヨ
エ
リ
ン
回

2
2
3
r一同ず
E
S
仏
曲
目
ロ

r
g
m
-
Z
(逼
稽
ゴ
マ
ン

@
 

寺
)
に
少
し
く
鯛
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ヴ
7

イ
ド
リ
ア
セ
ル
ポ
〈
色
合
門
官
曲
四
円
旬
。
に
擦
る
と
、
ツ
ェ
ン
ポ
ガ
ン
デ
ン
ダ
ム
チ
ョ
エ
リ

n
r
o師
同

〕

m
u
oロ
mEσ
同

muE一

g
g
v
o
の
施
主
J

円
。
ロ
ゲ
仏
国
"
で
あ
る
セ
チ
ェ
ン
ホ

γ
タ
イ
ジ

ω
m
n
r
g
r
c
p
F与
と
-
八
ω巾
nmロ
A
g
m
S
1
t
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
が
(
〈
ω同J
H
U
・
Mg)、
そ
の
創
建
の
年
次
は
、
ワ
イ
リ
l
民
づ
〈
・

者
三
日
開
に
よ
れ
ば
、
二
ハ
三
七
年
ま
た
は
一
六
四
九
年
で
あ
る
包
口
出
・
℃

-H8・

p
a
3。
そ
し
て
「
現
在
の
座
主
」
は
ガ
ワ

γ
チ
ン
レ

γ
は
チ
ョ
ル
ジ
エ
H
ド
ン
ル
プ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

ー
フ
ン
ド
ゥ
ブ
で
あ
る
と
い
う
が
(
〈
ω司
祖
国

Y
N
S〉
、
ヴ
ア
イ
ド
リ
ア
セ
ル
ポ
の
完
成
し
た
年
代
は
、
ベ
テ
ッ
ク
氏
「
同
M
2
2
7
に
よ
れ
ば
一

- 86ー

で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
彼
に
室
内
海
へ
の
使
者
を
命
じ
た
第
五
代
ダ
ラ
イ
は
、

坐
林
す
る
ま
で
は
、
な
お
デ
シ
の
サ

γ
ギ
ェ
ギ
ャ
ム
ツ
ォ

ω仏
白
田
氏
仏

ω包
印
同

q
g
H唱
曲
目
g
r。
が
第
五
代
の
名
で
園
事
を
司
っ
て
い
た
。

六
九
八
年
で
あ
る
か
ら
(
〈
ω
H
J

明
日
司
智
子

]
Y
H
3
、
こ
の
頃
ガ
ワ

γ
チ
ン
レ
l
は
既
に
ガ
ン
デ
ン
ダ
ム
チ
ヨ
エ
リ
ン
の
座
主
と
な
っ
て
い
た
の

一
六
八
二
年
に
残
し
て
お
り
、
第
六
代
ダ
ラ
イ
が
二
ハ
九
六
年
に

し
か
し
生
き
て
い
た
第
五
代
が
直
接
ガ
ワ
ン
チ
ン
レ
}
に
命
を
下
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、

彼
の
青
海
行
は
第
五
代
の
死
以
前
即
ち
一
六
八
二
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
と
い
っ
て
も
そ
の
上
限
は
グ
シ
ハ
ン
の
残
年
一
六

こ
の
こ
と
は
十
分
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

一
六
五
四
年
は
、
彼
が
座
主
に
な
っ
て
い
た
時
期
か
ら
は
四
十
年
も
前
の
こ
と
と
な
り
、
こ
の
寺
院
の
創

設
時
に
近
く
、
そ
の
頃
彼
が
青
海
に
来
た
と
は
思
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
寧
ろ
我
々
は
、
こ
の
文
に
グ
シ
ハ
ン
の
名
が
な
い
こ
と
を
併
せ
考

五
四
年
ま
で
は
到
底
上
り
得
な
い
。

え
て
、
グ
シ
ハ
シ
の
残
後
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
在
世
中
に
、
グ
シ
ハ
ン
の
子
孫
た
ち
の
聞
に
牧
地
に
つ
い
て
の
紛
糾
が
起
り
、
そ
れ
を
調
節
す

る
た
め
に
ガ
ワ
ン
チ
ン
レ

1
フ
γ
ド
ゥ
プ
は
青
海
に
来
た
と
見
た
い
。
郎
ち
第
五
代
ダ
ラ
イ
の
死
一
六
八
二
年
以
前
の
数
年
以
内
に
こ
の
こ
と

が
あ
っ
た
と
見
た
い
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
彼
の
調
停
に
よ
っ
て
、
各
旗
の
牧
地
は
再
分
割
さ
れ
、
右
翼
、
左
翼
の
安
定
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。



な
お
こ
の
文
に
闘
す
る
一
二
の
、問
題
に
つ
じ
い
て
次
に
述
べ
て
お
こ
う
。

第
一
に
タ
グ
ナ
ゴ
ウ
シ
寺
院
で
あ
る
が
、
楊
氏
は
こ
れ
を
都
蘭
豚
の
都
蘭
園
寺
と
す
る
(
〉
戸
句
・
∞
ω
L
P
5
3
0
し
か
し
ジ
ュ
ラ
グ
は
ワ
イ

リ
l
氏
に
よ
れ
ば
芥
通
河
の
別
名
で
あ
り
、
西
寧
北
方
に
存
在
し
、
都
蘭
懸
は
西
寧
の
西
南
方
で
距
離
的
に
全
く
相
反
し
た
位
置
に
あ
る
。
楊

氏
は
こ
の
矛
盾
に
困
惑
し
、

都
蘭
の
近
傍
に
別
の
ジ
ュ
ラ
グ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
し
た
(
伊
三
・
1

し
か
し
青
海
で
の
集
舎
の
土
地
と
し

て
は
、

ク
ン
ブ
ム
、
チ
ャ
ガ
ン
ト
ロ
ガ
イ
以
外
で
は
や
は
り
大
逼
河
の
流
域
が
遁
嘗
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
ジ
ュ
ラ
グ
は
や
は
り
大
逼
河

で
あ
り
、

タ
グ
ナ
ゴ
ウ
シ
寺
院
も
こ
の
流
域
に
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

第
二
に
乙
卯
の
年
で
あ
る
が
、
楊
氏
は
こ
れ
を
一
六
七
五
年
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
一
六
七
四
年
に
呉
三
桂
が
反
し
、
主
円
海
モ
ン
ゴ
ル
は

康
照
帝
の
命
で
兵
を
動
か
し
、

一
六
七
五
年
に
は
ガ
ル
ダ
ン
が
青
海
を
攻
撃
し
た
こ
と
を
暴
げ
て
い
る
(
〉
戸
司

-
E・
E
・
5
6
0
恐
ら
く
楊
氏

は
そ
れ
ら
の
事
件
で
青
海
が
打
撃
を
受
け
混
乱
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
青
海
は
卒
和
で
あ
っ
た
と
い
う
風
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
青

- 87ー

海
ホ
シ
ョ
ト
の
臭
三
桂
の
軍
に
劃
す
る
態
度
は
決
し
て
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
し
、
ガ
ル
ダ
ン
は
こ
の
年
に
は
青
海
を
攻
撃
し
て
は
い

⑤
 

ガ
ル
ダ
ン
は
確
に
一
六
七
八
年
に
青
海
に
侵
入
し
よ
う
と
し
た
が
、
途
中
で
軍
を
返
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
の
年
に
青
海
内
部
に
大
き

に
起
っ
た
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
範
で
、

:、
0

4
J
H
L
 

な
饗
動
が
起
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
寧
ろ
一
七
二
一
一
一
年
〈
薙
正
元
年
)

一
七
二
五
年
以
来
の
旗
の
再
編
に
よ
っ
て
肢
勢
は
安
定
し
た
と
見
ら
れ
る
か
ら
、

乙
卯
の
年
は
潅
正
末
年
(
一
七
一
き

車
円
海
木
地
は
範
れ
、

を
意
味
す
る
も
の
と
解
し

"-、。

ふ
'
れ
盲

lv

青
海
ホ
シ
ョ
ト
部
の
系
統
と
そ
の
牧
地

き
て
グ
シ
ハ

γ
の
青
海
移
駐
、
そ
の
根
接
地
、
更
に
は
そ
の
後
の
左
右
翼
の
組
織
化
は
以
上
で
明
か
に
な
っ
た
。
こ
と
の
成
行
き
と
し
て
嘗
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然
次
に
は
、
青
海
八
タ
イ
ジ
の
事
蹟
、
遊
牧
地
、
ま
た
は
そ
の
子
孫
の
系
譜
、
清
朝
に
よ
る
旗
制
の
施
行
の
問
題
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
こ
れ
ら
に
関
す
る
史
料
は
チ
ベ
ッ
ト
側
に
は
少
く
、
漢
文
献

η貫
録
、
朔
漢
、
方
略
、
要
略
、
遊
牧
記
、
表
俸
な
ど
に
詳
し
い
記
載
が
あ
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る
。
尤
も
こ
れ
ら
の
漢
文
献
も
殆
ど
が
薙
正
以
後
の
編
纂
物
で
、
遊
履
記
、
表
俸
な
ど
は
薙
正
三
年
(
↓
吉
一
五
〉
に
青
海
の
諾
旗
が
清
朝
に
公
認

さ
れ
た
一
以
後
の
こ
と
を
中
心
に
-
記
載
す
る
。
難
正
三
年
の
青
海
諸
旗
の
公
認
は
、
前
に
蝿
れ
た
ご
と
く
、
元
年
会
主
主
一
〉
に
起
っ
た
ロ
プ
ザ
ン

ダ
シ
ジ
ン
の
反
凱
の
善
後
策
と
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
、
観
に
際
し
て
の
清
朝
へ
の
忠
誠
の
度
に
よ
っ
て
、
タ
イ
ジ
た
ち
は
賞
罰
を
行
な
わ

@
 

れ
、
そ
の
家
格
を
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ロ
ブ
ザ
シ
ダ

γ
ジ
ン
の
反
飽
と
そ
の
結
末
に
つ
い
て
は
別
稿
だ
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
に
は
再
読
す

る
必
要
は
な
い
が
、
青
海
八
タ
イ
ジ
と
そ
の
子
孫
の
家
格
が
、
清
朝
の
睦
制
内
で
確
定
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
、
以
下
の
銭
述
は
薙
正
の
初
期

ま
で
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
次
に
グ
シ
ハ
ン
の
子
孫
を
長
幼
の
順
に
従
い
、
長
子
オ
チ
ル
ハ
ン
ダ
ヤ
ン
の
系
統
と
そ
の
牧
地
か
ら
述
べ
て
ゆ
こ
う
。

(
一

一)

オ
チ
ル
ハ
ン
ダ
ヤ
ン
の
系
統

ダ
ヤ
ン
は
グ
シ
ハ
ン
の
後
を
纏
い
で
第
二
代
の
チ
ベ

γ
ト
王
と
な
り
、

ラ
サ
に
駐
し
た
た
め
、

車
内
海
八
タ
イ
ジ
の
中
に
は
敷
え
ら
れ
て
い

を
除
く
他
の
子
ら
は
す
べ
て
青
海
に
住

-88-

し
か
し
そ
の
長
子
ダ
ラ
イ
ハ
ン
H

グ
γ
チ
ュ
ク

し
た
。
表
停
巻
八
て
三
丁
表
に
は
、

達
延
暁
都
費
爾
汗
、
震
札
薩
克
鎮
園
公
鳴
動
丹
達
什
、
輔
園
公
諾
爾
布
朋
素
克
、
車
凌
三
旗
組
。

と
あ
る
の
で
、
表
簿
、
遊
牧
記
に
よ
っ
て
系
圃
を
作
成
す
る
と
第
二
表
の
ご
と
く
な
る
。

り
と
巳

ρ
曲
ロ
の
ロ
ロ
ロ
ロ
W

〈
U
W
O
ロ

B
n
r
o
m

崎、、。

チ
h
y
vω一

ガ
ル
ダ
シ
ダ
シ
の
国
E
白ロ向日同一郎』〈
U
m白押
v
E帥ロ

rrEAU-凹
系

ガ
ル
ダ
γ
ダ
シ
は
康
照
三
十
六
年
に
ダ
シ
バ
!
ト
ル
に
障
っ
て
入
朝
し
、
康
照
五
十
九
年
(
一
宮
一
O
)

に
は
清
軍
に

従
一い
、
新
ダ
ラ
イ
ラ
マ
を
ラ
サ
に
迭
り
、
そ
の
功
に
よ
っ
て
銀
園
公
に
晋
み
ハ
方
略
各
二
、
薬
正
元
年
二
月
乙
亥
の
傑
〉
、
ロ
ブ
ザ

γ
ダ
ン
ジ

γ

の
反
観
に
も
従
わ
ず
、
難
正
三
年
に
ジ
ャ
サ
ク
を
授
け
ら
れ
た
(
表
停
容
八
六
、
二
丁
裏
〉
。
こ
れ
が
南
左
翼
後
旗
開

g
g
v
mロ
ロ
『
宮
内
山
0
1
Z

A
O
曲目『

g
で
あ
る
が
、
そ
の
牧
地
に
つ
い
て
は
、
遊
牧
記
の
そ
の
旗
の
僚
に
、

案
奮
園
、
鳴
爾
丹
達
什
牧
地
在
大
遁
河
南
岸
、
青
海
西
北
。

輔
園
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。



達

手
達
額
汗
衰
翠
九

ダヤγの系統〕〔第二表
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円四】

l
索
諾
木
建
什

1
1納
翠
遜
都
布
ハ
信
〉

一
(
南
右
翼
後
旗
〉

2
0
M

門一巴

「
諾
爾
布
朋
索
克
|
達
什
巴
勃
珠
爾
H
H
車
稜
|
達
什
礼
布

門丑】

|
諾
木
略

号。

l
諾
爾
布
償
格

2
H

門七
M

門
-

-

M

|
索
諾
木
衰
布

1
1垂
梼
抗
木
素

1
1索
諾
木
多
一
蹴
済

「

車

稜

|

並

特

約

錫

第

I

門5

(

南

左

翼

後

旗

〉

門

一

王

】

垂
庫
爾
ト
|
1
鳴
勅
丹
遼
什

1
1丹
津
那
木
礼
勤

一
門
一
六
一
一
日

「
索
諾
木
巴
勤
済

ー
多
爾
済

l
m素
克

阿
劇
布
坦
那
木
布

〔
第
二
表
註
〕

〔
一
〕
ソ
ノ
ム
ゴ

γ
ボ

ω
oロ
o
g
m
O
Bゲ
同
八
回
目
。
仏
ロ
曲
目
回
目
問
。
ロ
H

U

0

2

己
ド
ル
ジ
ロ

OH怯
〈
同
仏
口
同
す
〔
一
]
一
〕
メ
ル
ゲ
ン
ノ
ヤ
ン
富
民
間
開
ロ
ロ
ロ
苫
ロ

〔
四
〕
ナ
ハ

γ
ス
ン
ド
ゥ
プ

Z
与

S
2
Eロ
ゲ
〈

Z
諸
島
田
島
窓
口
酔
偶

E
σ
(吋)。
Z
釦
関
与
田
島
は
蒙
古
語
で
〉
司
自
聞
と
骨
局
さ
れ
る
の
が
普
通
で
あ
り
、

2
3
8
は
恐
ら
く
オ
イ
ラ
ー
ト
靴
で
あ
ろ
う
。
〔
五
〕
ナ
ム
ハ

Z

B宮
〈

Z
B
B
W
E
V
Eハ
〕
メ
ル
ブ
セ
ン
ゲ

2
2
E
白
自
問
向
田
〈

Z
O
H
V
G
8
b
r
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三
一
】
門
九
】

l
墨
爾
根
諾
顔

1
1班
珠
爾

一
(
北
前
旗
〉

「
車
凌
γ

選集
克騰
幸L竺建
布云 什

吹
鍾
:l'L~ 
布さ
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岡
町
〔
七
〕
チ
ュ
イ
ジ
ジ
ャ
ム
ソ
〈
U
E
1
旨
宮
ヨ
g
八円
υ
7
8
r三
円
雪
印

g
g
y
o

〔
八
〕
チ
ュ
イ
ク
ル
《
U
3
5
2
C円八円
υ
r
g
件
。
『
〔
九
〕
パ
ル
ジ
ュ
ル

回白
-YH〈
UHU
白-
v
r
u
B
H
[
一
O
〕
ダ
シ
パ
ル
ジ
ュ
ル
ロ
同
医
ゲ
田
-
Y円
八
回
}
自
由
伯
仲
間
品
匂
包
ザ
ゲ
可
日
〔
一
一
〕
ソ
ノ
ム
ド
ル
ジ

ω
oロ
O
B
仏
OHK
〈切回
OL

ロ
回
目
的
邑
O
同
す
〔
一
一
一
〕
ラ
ト
ナ
シ
デ
ィ
河
田
宮
白
色
会
〈
曲
目
2
・
HNRロ曲師
FLnデ
円
〔
一
三
〕
グ
ン
チ
ュ
夕
、シ

ャ
ブ
の
国
ロ
nBryv
〈
u
r
oロ
Bnrom
帥

r苫
-V
田

ご
四
〕
ダ
シ
ジ
ャ
ブ
ロ
印
刷
己
目
『
八
回
r
g
立回初
ru『白
一宮
〔
一
五
〕
ダ
ン
ジ
ン
ナ
ム
ジ
ャ
ル
ロ
田
口
訟
ロ
ロ
曲
ヨ
』
同
一
八
回
凹
窓
口
廿
弘
氏
ロ
吋
ロ
白
包
括
一
司
自
】
〔
一
六
〕

ソ
ノ
ム
パ
ル
ジ

ωoロロヨ

zg八回国
D
L
E
g白
身
回
一
円
嬰
忠
清
史
稿
藩
部
五
に
は
索
諾
木
丹
勤
務
と
あ
り
、
こ
れ
を
正
し
い
と
す
れ
ば
仏
国
同
ヒ
八
L
R

認可
g
と
な
る
。
〔
一
七
〕
チ
ュ
イ
ジ
ョ
ン
ジ
ャ
ブ
の
5
と
g
m
y
v
〈
の
7
8
目
S
G
b
尖
苫
宮

と
あ
り
、
十
三
排
固
に
「
公
嘆
爾
丹
達
喜
」
と
標
さ
れ
る
地
貼
で
あ
ろ
う
。

例
ノ
ル
ブ
プ
ン
ツ
ォ
ク

Z
2
r己
立
百
件
島
田
内
〈

Z
O円
ゲ
ロ

1
Eロ仲間
y
o
m由
系

父
ソ
ノ
ム
ダ
シ

ω
oロ
O

B

仏
師
訟
〈
切
師
O
門
回
目
白
自
曲

v
r
z
t印

祭
さ
れ
た
(
聖
租
貫
録
倉
二
四
九
、

一
七
了
表
)
。

康
照
五
十
一
年
卒
し
、

子
の
ノ
ル
ブ
プ
ン
ツ
ォ
ク
は
五
十
三
年
正
月
に
輔
園
公
を
纏
ぎ
(
前
掲
書
省
二
五
八
、
五
丁
表
〉
、

は
輔
園
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
が
、

同
年
三
月
に
遁
官
致

主
十
九
年
に
は
や
は
り
ダ
ラ
イ
の
入
蔵
を
助
け
、

そ
の
功
に
よ
っ
て
礎
知
正
三
年
に
礼
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
ハ
表
侍
谷
八
六
、
六
丁
裏
〉
。

南
右
翼

- 90ー

後
旗
開
目
出
ロ
ゲ
曲
吋
呉
ロ
ロ
『
由
同

GOU『E
H
D
O回
F
Eロ
が
そ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
は
、
青
海
の
東
岸
諜
爾
穆
山
富
o-ロ
ヨ
八

ω
g
oロ
F
S
の

西
北
、
巴
暗
淳
爾
∞
呉
釦

E
E吋
の
東
と
な
っ
て
い
る
。
十
三
排
園
で
は
「
公
諾
爾
布
盆
楚
克
」
と
標
さ
れ
る
地
黙
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

ツ
Z

リ
ン
、
H
，

Z
ユ
ロ
ぬ
八
、
『
各
市
己
診
系

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
慌
の
と
き
は
、
脅
迫
さ
れ
て
そ
の
一
味
と
な
っ
た
が
、
積
極
的
に
行
動
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
輔
園
公
の

爵
は
留
め
ら
れ
、
難
正
三
年
に
札
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
(
表
停
倉
八
六
、
八
丁
裏
〉
。

牧
地
は
遊
牧
記
で
は
、
「
在
青
海
西
岸
L

と
し
、
註
と
し
て
、

按
園
、
牧
地
布
曙
河
〈
切
口
官
可
00】
)
南
岸
、
東
流
入
青
海
慮
。

北
前
旗

0
0
1
z
g
Hロロ

G
O包
苫
ロ
が
こ
れ
で
あ
る
が
、

と
あ
り
、

ま
た
、

@

東

?

康
照
圃
、
此
震
貝
勤
噴
蘇
克
王
札
見
式
黒
巴
、
及
公
達
什
公
多
普
駐
牧
慮
、
十
三
排
圏
、
此
鴛
貝
勤
彰
蘇
克
旺
礼
爾
駐
牧
慮
。



と
一い
う
。
達
什
東
多
普
の
牧
地
は
、
十
三
排
闘
で
は
ブ
ハ
河
南
岸
に
「
公
達
喜
敦
多
ト
」
の
標
貼
が
あ
り
、
ま
た
そ
の
中
流
に

J

「
貝
勤
彰
蘇
克

旺
礼
爾
」
の
牧
地
が
標
せ
ら
れ
て
い
る
。
遊
牧
記
は
恐
ら
く
こ
れ
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
何
故
ツ
ェ
り
ン
の
牧
地
に
な
る
の
か
は

明
か
で
な
い
。

し
か
し
十
三
排
園
で
、

青
海
の
東
山
芹
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ケ
ク
河
の
上
流
に
「
公
策
棲
」
と
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
恐
ら
く
正
し

遊
牧
記
の
著
者
は
こ
の
標
黙
を
見
落
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ヌ
ェ
リ
ン
の
後
は
子
の
色
布
騰
達
什

ω白
-
u
H
a
u

ロ

い
牧
地
な
の
で
あ
ろ
う
。

仏
印
刷
-
八
叶
凹
rm
ゲ
江
田
ロ
ゲ
}
同
同
国
明
日
目
に
よ
っ
て
、
潅
正
七
年
十
一
月
に
纏
が
れ
た
(
方
略
倉
一
九
、
潅
正
七
年
十
一
月
乙
未
の
篠
〉
。

以
上
三
家
の
牧
地
が
、
青
海
の
東
岸
か
ら
北
岸
に
か
け
て
存
在
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、

ダ
ヤ
ン
オ
チ
ル
ハ
ン
の
青
海
に
お
け
る
根
接
地
は

ま
さ
に
こ
の
方
面
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

も
に
し
、

な
お
ダ
ヤ
ン
の
子
の
プ
ン
ス
ク
同

V
E
Z
W八回
v
v
g
z
r
o
m印
(
朋
素
克
)
は
康
照
三
十
六
年
の
ダ
シ
パ

l
ト
ル
の
入
朝
に
際
し
、
行
動
を
と

三
十
七
年
正
月
に
は
貝
勤
を
授
け
ら
れ
て
い
る
〈
聖
租
質
鎌
倉
一
八
七
、
二
丁
表
、
要
略
倉
一

O
、
二

O
丁
裏
〉
。
ま
た
彼
は
四
十
二
年
十

一
五
丁
表
〉
。

そ
の
子
の
ア
ラ
ブ
ダ
ン
オ
ン
ボ
〉
z
r仏白ロ
O
ヨ
ゲ
ロ
八
河
丸
v
r江
田
ロ
仏
ゲ
O
ロ
。
。

は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン

- 91ー

一
月
に
も
入
朝
し
、
嘗
時
西
安
に
駐
留
し
て
い
た
康
照
帝
に
謁
見
し
(
聖
租
賞
録
翁
一
一
一
四
、
五
丁
裏
)
、

い
る
(
聖
租
賞
録
倉
一
一
一
一

O
、

四
十
四
年
間
四
月
に
も
遣
使
進
貢
し
て

ジ
ン
の
反
凱
に
加
わ
り
、
潅
正
二
年
に
慮
刑
さ
れ
て
こ
の
系
統
は
絶
滅
し
た
。

ハ
一一〉

オ
ン
ボ
の
系
統

表
停
巻
八
一
、
三
丁
裏
に
は
、

都
木
布
続
車
臣
岱
圭
問
、
魚
礼
薩
克
台
士
口
羅
ト
識
察
宰
、
済
克
済
礼
布
、
達
璃
隣
色
布
騰
、
阿
捌
布
坦
四
旗
組
。

と
あ
る
。
系
園
を
作
成
す
る
と
第
三
表
の
ご
と
く
な
る
。

オ
ン
ボ
は
順
治
六
年
十
月
に
、
弟
の
ホ
ル
ム
シ
と
と
も
に
、
西
寧
城
を
占
援
し
た
回
族
を
破

っ
て
こ
れ
を
降
し
た
功
に
よ
り
(
後
述
ホ
ル
ム
'

土
謝
圃
巴
圃
魯
載
青
叶

r
q
m
Z
Z
E
Z
H
L
a
w
-ロ
m
の
競
を
賜
っ
て
い
る
(
世
租
貫
録
昌
也
四
六
、
一
四
丁
裏
〉
。
順
治
十
三
年

シ
の
項
参
照
〉
、

91 
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(
南
左
翼
末
旗
〉

|
那
木
礼
紛
(
額
爾
徳
尼
〉
|
羅
布
磁
察
翠
|
塔
爾
済
色
布
騰
恭
桑
車
凌
|
旺
沼
町
克

ー
墨
爾
根
岱
青

オンボの系統〕

車-
E径三

ー
嬰
爾
根
台
吉
|
「
札
町
内

(
北
左
末
旗
)

一
|
達
璃
林
色
布
騰

丁
巴
特
璃
色
布
騰

一

【

九

】

【

一

一

ニ

u

l
額
燐
必
遼
什
|
「
博
貝
H
H
旺
礼
勅
|
根
敦
礼
布
|
固
木
礼
布

(

西

右

翼

前

旗

)

門

七

】

門

一

O
】

ー
阿
嚇
布
坦
|
|
|
古
木
布
阿
劇
布
坦

l
班
第

〔第三表

門五】

l
詮
爾
済

町
朝
木
布
1

門

乙

(

南

右

翼

末

旗

)

門

-

-

】

門

-

E

2

5

|
卓
哩
克
圃
岱
青
|
羅
布
灘
逮
爾
礼
|
済
克
務
礼
布
|
車
凌
多
爾
沸
|
逮
克
巳
納
木
礼
勧
|
諾
爾
布
務
め

- 92ー

〔
第
三
表
註
〕

〔
一
〕
ジ
ョ
リ
ク
ト
ダ
イ
チ

γ
H
Oユ
エ
ロ
去
三

n
z
m

〔
一
己
メ
ル
ゲ
ン
ダ
イ
チ
ン
宮
月
間
g
仏白

MLnEm

〔
=
己
ツ
ェ
り
ン
吋
お
江
口
四
八
吋
臼

Z
同一昨

〔
四
〕
ト
l
ラ
イ
吋

E
E
Q
)

〔
五
〕
ラ
ル
ジ

E
ユ
ケ
ハ
ロ
百
円
]
巾
〔
六
〕
タ
ル
ジ
セ
ブ
テ
ン
吋
同

H
E
R
-語
ロ
八
、

E
R
H司
g
z
Z
V
2
8

〔七〕

ゴ
ン
ボ
ア
ラ
ブ
ダ

γ
の
OHUσ
ロ
白
日

σ仏
同
ロ
八
呂
町

Oロ
句

O
H同
σ
r民
国
ロ
〔
八
〕
グ
ン
ザ

γ
ツ
Z

リ
ン
の
ロ
ロ
円
四
回
国
ロ
開
仲
間

OHE伺
〈
関
口
ロ

r
g
b
g
v
m
H
F
b
〔九〕

ゲ
ン
ド
ン
ジ
ャ
ブ

C
自
在
旦
与
八

U
%
ま
E
件
苫
宮
〔
一

O
〕
パ
ン
デ
ィ

F
E
X
E
E
Z

〔
一
一
〕
ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
討
包
括
仏

OHU〈、
H
d
Z

H
F
b
L
C
H
Y

〔
一
一
一
〕
ワ
ン
シ

z

p

d
司
自
問

2
『八

U
E
b
同
V

芝
居
間
〔
一
一
ニ
〕
ク
ム
ジ
ャ
ブ

O
ロ
BYσ
〈
同

E
加

S
各
国
[
一
四
〕
ダ
ク
バ
ナ
ム
ジ
ャ
ル

ロ
釦
予
回
ロ
曲
目
}
包
〈
。
旨
関
白
唱
曲
目
回
目
同
唱
曲
目
〔
一
五
〕
ノ
ル
プ
リ
ン
チ
ン

ZOHσ
ロ
ユ
ロ

n
E〈
Z
C円
、
『
ロ
ユ
ロ

n
y
g

八
月
に
は
、
ダ
ラ
イ
パ

l
ト
ル
と
と
も
に
境
界
を
守
る
べ
き
こ
と
を
帝
か
ら
議
さ
れ
て
い
る
か
ら
(
前
掲
書
轡
一

O
三、

一O
了
裏
〉
、
営
時
の
青

海
の
寅
力
的
指
導
者
は
こ
の
二
人
で
'あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。



そ
の
子
の
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
冨
2
m
g
S
1
E
も
こ
の
地
方
で
勢
力
を
張
っ
て
い
た
ら
し
い
。

起
っ
て
い
る
が
窃
吋
戸
匂
・
呂
田
〉
、
こ
の
墨
爾
根
に
つ
い
て
ア

l
マ
ッ
下
氏
は
、

康
照
六
年
に
墨
爾
根
部
落
の
出
口
事
件
が

投
篤
耐
の
入
臓
を
妨
害
し
た
墨
爾
根
台
吉
と
同
一
人
と
見
て

康
照
帝
が
英
三
桂
の
凱
に
際
し
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
に
遣
わ
し
た
使
者
、
位
篤
耐
と

ラ
マ
の
丹
巴
徳
穆
費
ロ
白
旨
宮
(
又
は
切
白
神
白
ロ
宮
〉
宏
B
n
F
は
と
も
に
西
寧
で
準
識
を
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
に
妨
害
さ
れ
た
。
結
局
こ
の
と

き
は
ダ
ラ
イ
の
取
り
な
し
で
事
な
き
を
得
た
が
(
型
組
貫
録
容
四
八
、
一
九
丁
表
〉
、
こ
の
こ
と
は
嘗
時
な
お
青
海
タ
イ
ジ
が
ダ
ラ
イ
の
政
治
的
影

い
る

(ω
吋
戸
田
y
N
O由

w

同ロ・品〉。

即
ち
康
照
十
三
年
七
月
に
、

回響
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
が
何
人
で
あ
る
か
は
、

ア
氏
も
何
等
言
及
し
て
い
な
い
が
、

オ
ン
ボ
の

子
の
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
と
見
て
誤
あ
る
ま
い
。

岩
田
八
、 は

康
照
三
十
六
年
の
ダ
シ
パ

l
ト
ル
の
入
朝
に
障
っ
て
康
照
帝
に
謁
し
、

要
略
倉
一

O
、
二

O
了
裏
)
。

貝ー

績
い
て
そ
の
子
の
ナ
ム
ジ
ャ
ル

Z
曲
目
}
巳
八
河
口
同
同
出
品
可
巳

勤
の
爵
位
を
輿
え
ら
れ
て
い
る
(
朔
漠
省
四
七
、

三
十
五
年
十
二
月
並
に
四
十
一
年
正
月
に
、
彼
は
大
草
灘
(
シ
ャ
ラ
タ
ラ
)
を
遊
牧
地
と
し
て
興
え
ら
れ
ん
こ
と
を
願
っ
た
が
、
帝
は
そ
の
地

内
地
に
遊
牧
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
許
可
を
興
え
な
か
っ
た
(
朔
漠
容
三
四
、
二
三
丁
裏
、
聖

一
八
丁
表
、

一
丁
表
、

聖
租
貫
録
倉
一
八
七
、
二
丁
表
、

康
照

-' ，93ー

が
既
に
内
地
人
民
の
雑
居
す
る
所
で
、

組
賓
録
単
位
二

O
七
、
七
丁
表
)
。
大
草
灘
は
水
草
が
よ
く
、
青
海
遊
牧
民
の
垂
涯
の
的
で
あ
り
、
既
に
そ
の
父
メ
ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ

f

も
こ
れ
を
請
う
て

許
さ
れ
な
か
っ
た
地
で
あ
る
(
要
略
容
九
、
九
丁
表
)
。
こ
の
地
は
同
時
に
涼
州
か
ら
西
寧
へ
の
要
衝
に
も
嘗
っ
て
お
り
、
そ
の
故
に
清
朝
と
し

て
は
軍
事
上
の
配
慮
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
ナ
ム
ジ
ャ
ル
は
四
十
九
年
に
死
し
、
そ
の
九
月
に
遣
官
致
祭
さ
れ
て
い
る
(
聖
翻
賓
録
省
二
四
三
、
八

丁
表
〉
。

)
 

1
 

(
 

ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
円
。

E
Sロ
m
g
Eロ
系

ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
は
祖
父
メ
ル
ゲ
ン
タ
4

イ
ジ
、

父
ナ
ム
ジ
ャ
ル
を
通
じ
て
、

オ
ン
ボ
の
正
統
に
嘗
る
。

ロ
ブ
ザ
ン
が
父
の
後
を
繕
い
で

貝
勤
に
な
っ
た
の
は
、
康
照
五
十
年
正
月
で
(
要
租
貫
録
二
四
五
、
五
丁
表
〉
、
五
十
一
年
八
月
に
は
北
京
に
入
観
し
た
(
前
掲
書
各
二
五

O
、
二
九
丁

彼
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
・
γ
の
一
民
凱
に
一
度
は
加
携
し
た
が
(
方
略
倉
一
二
、
潅
正
元
年
十
一
月
発
巴
の
係
、

4

表
停
昌
也
八
四
、

93、

表

一
O
丁
裏
〉
、

の
ち
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同
族
の
ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ
と
と
も
に
清
軍
に
京
投
し
た
(
方
略
省
二
ニ
、
潅
正
二
年
二
月
壬
子
の
傑
)
。

、よ
っ
て
薙
正
三
年
礼
薩
克
一
等
台
士
口
を
授
け

ら
れ
た
(
表
停
車
也
八
四
、
一

O
丁
裏
〉
。
南
左
翼
末
旗
何
回
ロ
ロ

V
mロ
ロ
吉
岡
田
仏
兵

G
0
5
、
5
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ケ

ク
河
源
で
あ
る
と
い
う
が
、
十
三
排
園
で
は
大
通
河
の
北
岸
、
永
安
衡
の
西
方
に
な
っ
て
い
る
。
何
れ
が
正
し
い
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
父
組

の
代
に
大
草
灘
に
出
る
こ
と
を
再
三
清
朝
に
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
(
表
停
容
八
四
、
九
丁
表
1

一
O
丁
表
〉
、
涼
州
に
近
い
大
逼
河
の
あ

た
り
が
も
と
も
と
の
牧
地
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ

γ
が
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
を
離
れ
て
清
軍
に
蹄
順
し
た
と

き
は
(
表
停
谷
八
四
、

一
O
丁
裏
、
方
略
前
掲
〉
、

詔
置
西
寧
口
外
。
給
茶
葵
諸
物
養
之
。

と
あ
る
の
を
見
る
と
、
ボ
ロ
チ
ュ
ン
ケ
ク
の
方
、が
近
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
何
れ
と
も
決
定
で
き
な
い
。

(2) 

ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ

Hqbvσ
〈
恒
松
畑
町
曲
げ
可
mw
仏
国
}
屯
田
宮
系

父
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ル
ジ
ャ
戸
O
V
仏
国
曲
目
ぬ
弘
同
門
官
八
回
-
o
V
N
帥ひ円四回円円ぬ一司郎印

は
康
照
五
十
一
年
八
月
に
入
朝
し
(
聖
租
質
鎌
倉
二
五

O
、
二
七
丁

@
 

途
中
ゴ
マ
ン
廟
で
病
死
し
た
(
表
停
各
八
五
、
九
丁
裏
〉
。

権
問
正
元
年
ジ
ク
ジ
ジ
ャ
ブ
は
ロ
ブ

天
子
は
こ
れ
を
脅
従
せ
ら
れ

- 94ー

裏
)
、
ダ
ラ
イ
ラ
マ
の
入
識
を
謹
選
し
た
と
き
に
、

ザ
ン
ダ
シ
ジ

γ
の
反
凱
に
味
方
し
た
が
、
二
年
に
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
と
と
も
に
清
軍
に
降
服
し
(
方
略
前
掲
)
、

た
も
の
と
見
な
し
、
悔
俊
の
情
を
認
め
て
礼
薩
克
一
等
台
士
口
を
授
け
た
(
表
停
車
也
八
五
、

同仏同『
A
O
伯
仲
『
、
ロ
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
.

一
O
丁表)。

南
右
翼
末
旗
開
自
ロ
ロ

Z
E
Eロ
吉
岡

大
逼
河
南
岸
沙
礼
克
圃
阿
林
之
陰
。

と
い
う
が
、
十
三
排
園
で
は
、
同
じ
く
大
通
河
の
南
沙
技
克
園
阿
林
の
所
に
貝
勤
羅
布
醸
達
爾
礼
の
名
が
出
て
い
る
。
沙
札
克
園
は
沙
技
克
圃

が
正
し
く
、

ω
F
E
E
S
-
E
E
E
の
音
需
で
あ
ろ
う
。
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ル
ジ
ャ
は
康
照
五
十
一
年
に
入
朝
し
た
と
き
は
固
山
貝
子
に
菅
め
ら
れ

て
お
り
(
表
縛
谷
八
五
、
九
丁
裏
)
、
ジ
タ
ジ
ジ
ャ
ブ
も
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
範
の
と
き
は
輔
圏
公
で
あ
っ
た
か
ら
(
前
掲
書
〉
、
十
三
排
圃

の
貝
勤
は
誤
で
あ
ろ
う
。



子
の
爵
を
授
け
ら
れ
た

(
要
略
倉
一

O
、
二

O
丁
重
き
。

ロ
曲
目
白
江
口
印
小
宮
開
口
八

m
g
g
mユロ
g
r目
ゲ
ユ
曲
ロ
系

開
江
ロ
口
吉
岳
山

X
Eロ
口
y
g
r
r
z
包
聞
は
戸康
照
三
十
六
年
ダ
シ
バ

l
ト
ル
の
入
朝
に
従
い
、
翌
年
正
月
に
貝

彼
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
観
に
加
捨
し
た
た
め
爵
を
削
ら
れ
た
が
、
潅
正
三
年

蓋
し
エ
リ
ン
チ
ン
ダ
シ
の
長
子
バ
ト
マ
セ
ブ
テ
ン

(
表
停
車
也
八
七
、
三
丁
裏
〉
。

)
 

no 
(
 
ダ
ム
リ
ン
セ
ブ
テ
ン

父
の
エ
リ
ン
チ
ン
ダ
シ

に
ダ
ム
リ
ン
セ
ブ
テ
シ
が
礼
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ
た

同凶曲昨日曲師四ぴ一昨白ロ〈】
U

白色一一目白神田
r
m
r三
曲
ロ
は
早
く
死
し
、
子
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ダ
ム
リ
ン
は
乾
隆
十
四
年
に
死
。し、

ボ
l
パ
イ
〈
博
貝
)
の
名
は
表
博
、

ま
た
子
が
な

か
っ
た
か
ら
、
弟
の
ボ
l
パ
イ
切
o
o
r丘
、
が
更
に
後
を
縫
い
だ
(
表
停
各
八
七
、
四
丁
表
)
。

史
稿
な
ど
に
見
え
る
が
、

!同
文
志
に
は
博
巴
(
目
。
ロ
m・
切
。
ゲ
P
E
u・切
O
弘
吉
〉
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
博
貝
に
従
っ
て
お
き
た
い
。
ボ
l
パ
イ

も
早
く
に
死
し
子
が
な
い
た
め
、
乾
隆
二
十
年
に
バ
ト
マ
セ
ブ
テ
ン
の
子
ワ
ン
ジ
ャ
ル
君

g巴
包
〈
り

Z
U
認
可
色
、
が
後
を
縫
い
だ
(
表
停
倉

遊
牧
記
、
清

八
七
、
四
丁
表
〉
。
北
左
末
旗

O
O可
F
E
E
Z
Eロ
『
白
色
呉

A
0
3
Eロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
に
、

と
あ
り
、
十
三
排
固
に
は
帳
幕
の
標
記
は
な
い
が
、
沙
爾
諾
爾
巴

5
5百円
は
明
か
で
あ
る
。

恐
ら
く
こ
の
湖
の
西
岸
が
そ
の
牧
地
で
あ

- 95ー

布
曙
河
源
沙
爾
諾
爾
之
西
。

ろ
う
。

an望ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
凱
に
、
こ
れ
に
脅
誘
さ
れ
た
が
従
わ
ず
、

ア
ラ
ブ
ダ
ン
〉

E
げ
門
目
白
ロ
八
月
白
ゲ
ゲ
三
回
ロ
系

礎
知
正
一
千
一
年
に
礼
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ
た

a

(

表
停
車
也
八
七
、
五
丁
表
)
。

西
右
翼
前
旗
切
常
呉
ロ
ロ
ゲ
回
目
三
ロ
『
回
同
冊
目
官
官
閉
じ
、
ロ
ロ
が
こ
れ
で
、
牧
地
は
大
通
河
の
北
岸
に
あ
り
い
そ
の
南
岸
に
前
左
翼
頭
旗
が
い
る

と
い
う
か
ら
〈
遊
牧
記
)
、
烏
関
穆
倫
必
並
の
北
岸
あ
た
り
で
あ
ろ
う
か
。
前
左
翼
頭
旗
の
位
置
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
(
九
七
頁
、
エ
ル
デ
ニ

エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
!
の
傑
参
照
)
。

95 

ル
ゲ
ン
タ
イ
ジ
、

四
旗
の
位
置
を
見
る
と
、
北
右
末
旗
と
西
右
翼
前
旗
は
と
も
に
離
れ
て
存
在
し
て
い
る
が
、
南
左
翼
末
旗
と
南
右
翼
末
旗
と
は
相
近
く
、

ナ
ム
ジ
ャ
ル
、
ロ
ブ
ザ
ン
チ
ャ
ガ
ン
の
嫡
統
の
根
接
地
か
ら
し
て
も
、
最
初
は
永
安
衡
の
西
、
大
通
河
の
北
遣
に
お
り
、
後 メ
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そ
の
他
の
系
統
が
分
居
し
た
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
一
二
)

ダ
ラ
ン
タ
イ
の
系
統

表
俸
巻
八
一
、
三
丁
一異に
は、

達
関
泰
馬
礼
薩
克
郡
王
額
爾
徳
尼
額
爾
克
托
克
托
覇
、
台
吉
車
凌
多
爾
済
二
旗
組
。

と
あ
り
、

そ
の
系
譜
は
第
四
表
の
乙
と
く
で
あ
る
。

ダ
ラ
ン
タ
イ
に
つ
い
て
は
、
中
園
文
献
に
は
何
等
の
記
録
も
な
い
。
彼
の
後
を
縫
い
だ
の
は
ゴ
ン
ボ
。
。

s
E八
冨

mg
ち
で
、

は
ガ
ル
ダ
ン
の
蹴
に
は
、
清
朝
の
ツ
ェ
ワ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
へ
の
工
作
の
使
者
の
道
案
内
を
勤
め
、
糧
株
舵
馬
を
給
し
て
い
る
。
青
海
タ
イ
ジ
等

ゴ
ン
ボ

の
私
盟
に
も
拘
ら
ず
、

清
朝
へ
の
忠
誠
を
蓋
し
た
(
要
略
省
一

O
、

@
 

ラ
ザ
ン
ハ
ン
と
は
不
和
で
あ

っ
た
。
残
し
た
の
は
多
分
康
照
四
十
三
年
で
、

一
一
丁
表
)
。

恐
ら
く
こ
の
よ
う
な
事
情
の
た
め
で
あ
ろ
う
、

彼
は
宗
家
の

- 96-

四
十
四
年
正
月
に
遁
官
致
祭
さ
れ
て
い
る
(
聖
租
賓
録
省
一
一
一
九
、

七
丁
表
)
。

表
俸
は
こ
の
系
統
に
限
っ
て
最
初
の
遊
牧
地
を
示
し
て
(
表
停
轡
八
三
、
五
丁
表
)
、

表
布
遊
牧
嘉
崎
閥
外
、
隣
暗
密
、
準
喝
爾
及
諸
回
使
住
来
、
必
経
之
。

と
い
っ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く
嘉
陥
開
外
玉
門
閥
ブ
ル
ン
ギ
ル
河
の
あ
た
り
に
彼
等
は
遊
牧
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
康
照
三
十
六
年
に
は
、

ゴ
ン
ボ
は
子
の
プ
ン
ツ
ク

ヲ
E
Z存
八
2
M
5
2
7
0
m印
(
朋
楚
克
)
を
ダ
シ
パ
l
ト
ル
に
附
け
て
、

一
八
丁
表
、
聖
租
貫
録
倉
一
八
六
、
七
丁
裏
、
要
略
省

一
O
、
二

O
丁表)、

自
ら
の
代
り
に
入
朝
さ
せ
(
朔
漠
容
四
七
、

プ
ン
ツ
ク
に
は
貝
子
の
位
が
輿
え
ら
れ
た
(
朔
漠
各
四
八

一
丁
表
、
聖
租

貫
録
省
一
八
七
、
二
丁
表
、
要
略
倉

一
O
、
二

O
丁
裏
)
。

な
お
ゴ
ン
ボ
の
名
は
、
朔
漠
巻
四

O
、
三
四
丁
裏
で
は
阿
斉
濠
布
巴
園
爾
台
土
口
、
同
じ
く
巻
四
七
、

一
八
丁
裏
で
は
阿
七
濠
布
、
聖
租
貫
録

巻
二
一
九
、

七
丁
表
で
は
阿
奇
波
布
巴
園
爾
と
あ
り
、
表
停
巻
八
三
、

五
丁
表
で
は
阿
斉
巴
園
爾
を
ゴ
ン
ボ
の
稽
競
と
す
る
。

一
方
向
文
志
巻



ー
阿
酬
明
布
済
|
多
爾
済
|
納
翠
礼
木
素

逮
蘭
泰

古
木
布

占額(
素 爾前
克 徳左

尼翼
額頭
爾旗
克)

托
克
托
烈

ー
索
諾
木
遼
什

門

一

一

】

円

四

】

門

王

】

|
索
諾
木
丹
津
|
衰
楚
克
礼
布
1

衰
楚
克
敦
多
布
納
木
礼
勤
|
剛
鳴
爾

(
南
左
翼
次
旗
)
門
ニ
〕

2
0

-
車
凌
多
爾
済
|
恭
格
色
布
騰
|沙
克
都
爾

ダランタイの系組〔第四表

〔
第
四
表
註
〕

〔
一
〕
グ
ン
チ
ュ
ク
ジ

ャ
ブ
の
回ロ
nzrEσ
〈

u
r
oロ
E
n
y
o
m
臼

ruRFゲ
凹
〔
一
己
ク
ン
ガ
l
セ
ブ
テ
ン
穴
ロ
ロ
間
曲
目
白
σ
gロ
八
関
口
ロ
仏
mmHfarmσ
円押印ロ

つ
己
ナ
ハ
ン
ジ
ャ
ム
ソ

Z
白『白口〕回目的
O

八
Z
白
関
与
『
白
島
円
m
M
E
w
g
z
r
o

〔
四
〕
グ
ン
チ
ュ
ク
ド
ン
ド
ゥ
ブ
ナ
ム
ジ
ャ
ル
の
ロ
ロ
ロ
ロ
r
門
ゲ
ロ
仏
ロ
ゲ
ロ
同
g
v
-

八
u
r
oロ
B
n
y
o四仏
O
口問円ロ
σ
日
曲
目
同
問
可
回
一
〔
五
〕
カ
ン
ガ
ル
O
白
口
問
叫
!
と
H

切印
r田島問凹
O

〔
ム
ハ
〕
シ
キ
ク
ド
ル
…
r
l。円八回
vyu函
m
E
C円

¥
 

一
七
、
二
丁
表
で
は
伊
斉
巴
園
爾
古
木
布
と
す
る
。
阿
湾
、
阿
奇
、
阿
七
は
〉
巳
(
祭
血
管
、
功
績
、
孫
〉
、

- 97ー

ま
た
は
〉
官
(
幸
福
)
で
あ
り
、

伊
斉
は
同
文
志
で
は
蒙
古
綴
字
は

H
n
日
と
さ
れ
る
が
適
嘗
な
意
味
を
護
見
で
き
な
い
。

な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

」
れ
は
恐
ら
く
〉
己
ま
た
は
〉
官
を
正
し
い
と
見

)
 

4
A
 

(
 

エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ

l
-
w
L巾
己

2
r巾
件

0
3
0
p
色

系

康
照
四
十
四
年
七
月

1

エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
グ
ト
ネ
ー
は
ゴ

γ
ボ
の
、後
を
纏
い
だ
(
聖
租
貫
録
省
二
二
一
、

ラ
イ
の
入
識
を
迭
り
、
功
を
以
て
郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
(
方
略
省
二
、
落
正
元
年
二
月
乙
亥
の
篠
)
、

抗
し
て
子
の
ア
ラ
ブ
ジ
〉

E
Z
X列
島
認
可
白
血
(
阿
卿
布
一
弘
と
と
も
に
功
を
立
て
、

一
七
丁
表
〉
。

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
飽
に
は
、

(
表
停
谷
八

彼
は
五
十
九
年
に
ダ

こ
れ
に
抵

.!J7 

潅
正
三
年
に
礼
薩
克
を
授
け
ら
れ
た

何
日
ロ
ロ

三
、
九
丁
表
〉
。
礎
知
正
九
年
の
ト
ル
ゴ

l
ト
の
ノ
ル
ブ

Z
2ぴ
ロ
ハ

2
2
r
E
の
範
の
と
き
も
こ
れ
を
討
っ
て
卒
定
し
た
。
前
左
翼
頭
旗
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〕
冊

m
ロ
ロ
苫
同
信
江
m
ロロ

ρ
o包
『
、
ロ
ロ
が
こ
れ
で
、

纏
い
だ
(表
停
径
八
三
、

牧
地
は
遊
牧
記
に
、

そ
の
後
は
第
三
子
の
ソ
ノ
ム
ダ
ン
ジ
ン

ω
oロ
0
5
仏
固
と

E
〈
∞

mO仏
ロ
曲
包
∞
宮
仲
間
ロ

f
缶
百
が

一
一
丁
表
)。

「
大
通
河
南
岸
」
と
あ
る
が
、
註
に
は
、
奮
固
に
よ
り
「
烏
蘭
木
倫
河
北
、
額
集
納
河
南
」
と
あ
る
か
ら
、
十
三
排
園

@
 

に
あ
る
額
集
納
必
技
開
n
F
Z
E
E
(開
n
u
g
吋

o
o
C
と
烏
蘭
穆
倫
必
桂
呂
田
『

g
s
r
g
z
z
の
間
で
、

エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
l

の
標
貼
よ
り
は
少
し
く
南
へ
下
ア
た
所
で
あ
ろ
う
。

(2) 

ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
叶

g
江口
m
L
2出
〈
、
吋
回
目
戸
間
江
砂
丘
o
之
町
系

ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
が
礼
薩
克
に
な
っ
た
の
は
、

一
に
父
の
エ
ル
デ
ニ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
l
の
功
績
に
よ
る
。

エ
ル
デ
ニ
は
生
前
既
に
札
薩

ハ
世
宗
貫
録
倉
一

O
九
、
二
五
丁
表
、
方
略
袋
二
五
、

克
と
さ
れ
た
が
、

権
推
正
九
年
頃
に
、

老
齢
を
以
て
王
爵
を
子
に
譲
渡
せ
ん
こ
と
を
願

っ
た

務
正
九
年
八
月
丁
巳
の
係
、
表
停
各
八
三
、

一
O
了
裏
、
同
省
八
八
、
九
丁
一袋
)。

礎
知
正
帝
は
そ
の
子
の
何
れ
を
選
ぶ
か
を
彼
に
委
ね
た
が
、
彼
は
第
三

市
し
て
長
男

- 98ー

子
の
ソ
ノ
ム
ダ
ン
ジ
ン
を
後
嗣
に
推
薦
し
た

(世

宗

質

録

単

位

二

一

、

そ

こ

で

朝

廷

は

エ

ル

デ
ニ
の
功
に
酬
い
る
た
め
、
次
子
の
ソ
ノ
ム
ダ

シ

ωgOBEE-〈
切

mO仏
ロ
回
目
印

F
5
2
を
協
理
台
吉
叶

5
巳
呉
仰
に
、

一
五
丁
裏
、
方
略
怨
二
六
、
薙
正
九
年
十
月
己
酉
の
傑
〉
。

の
ア
ラ
ブ
ジ
が
既
に
死
し
た
の
で
そ
の
子
の
ド
ル
ジ

ロ
o
♀
〈
河
内
回
O

同
官
を
輔
園
公
に
封
じ
た
。

@
 

奏
に
よ
り
、
そ
の
十
佐
領
の
う
ち
ソ
ノ
ム
ダ
ン
ジ
γ
に
十
分
の
六
を
輿
え
、
十
分
の
四
を
第
四
子
ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
に
輿
え
、
ソ
ノ
ム
ダ
シ
は

ソ
ノ
ム
ダ
ン
ジ
ン
に
隷
し
、
ド
ル
ジ
は
ツ
ェ
り
ン
ド
ル
ジ
に
隷
せ
し
め
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
ツ
ェ
リ

γ
ド
ル
ジ
が
礼
薩
克
一
等
台
吉

に
な
っ
た
の
で
あ
匂
〈
表
停
車
也
八
八
、
こ
れ
が
南
左
翼
次
旗
開
自
己
ロ
』

a
E
E円
借
仏

ρ
O
印
言
ロ
で
、
そ
の
牧
地
は
遊
牧
記
に
、

旗
地
に
つ
い
て
は
、

や
は
り
エ

ル
デ
ニ
の

一
O
丁
表
)
。

「
有
盟
池
」
と
し
、
註
し
て
、

「
柴
集
河
水
(
ロ
ミ
王
『
oo-)
が
こ
れ
に
注
ぐ
」
と
あ
る
か
ら
、
十
三
排
固
に
青
海
湖
の
南
岸
、
柴
集
必
挫
の

注
ぐ
達
布
遜
淳
爾
ロ
与

5
ロ
ロ
ロ
間
百
円
が
そ
の
地
で
あ
ろ
う
。

な
お
遊
牧
記
同
篠
に
は
、

案
康
照
園
、
此
爵
親
王
魯
普
磁
丹
巾
衣
式
黒
巴
牧
地
、
即
羅
卜
蔵
丹
津
也
。



と
い
う
か
ら
、

」
こ
が
以
前
に
は
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
牧
地
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

「
衣
式
黒
巴
」
は
満
州
語
ご

m
Z
E
(の
居
住
し
た
所
〉

戸の
音
需
で
、
張
穆
は
こ
れ
を
人
名
の
う
ち
に
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
四
)

バ
ヤ
ン
ア
ブ
ガ
イ
ア
ユ
シ
の
系
統

表
傍
巻
八
て
三
丁
裏
に
は
、

巴
延
阿
布
該
阿
玉
什
、
競
達
頼
烏
巴
什
、
震
礼
薩
克
台
吉
礼
布
一
一
旗
租
。

と
あ
る
が
、
バ
ヤ
ン
ア
ブ
ガ
イ
は
も
と
伯
父
バ
イ
バ
ガ
ス

.

⑬
 

三
、
四
丁
裏
〉
、
同
十
三
年
二
月
に
も
清
廷
に
貢
し
て
い
る
(
前
掲
書
容
九
八
、
四
了
裏
)
。

六
年
間
三
月
(
前
掲
書
倉
一
一
一
五
、

回
ミ
与
田
吋
曲
目
の
養
子
で
あ
っ
た
。
順
治
六
年
三
月
に
朝
貢
し
来
り
(
世
組
貫
録
容
四

ま
た
十
四
年
七
月
(
前
掲
書
容
二

O
、
一
九
丁
裏
〉
、
十

一
O
丁
裏
〉
と
績
い
て
入
貢
し
て
い
る
。

彼
は
子
十
六
人
を
も
う
け
た
が
、
そ
の
う
ち
十
二
人
が
西
套
(
ア

一
丁
裏
)
。
札
布
は
そ
の
末
子
で
、
勿
論
青
海
に
留
ま
っ
た
系
統
で
あ

- 99ー

ラ
シ
ャ
ン
〉
目
印
刷

g)
に
移
り
、

四
人
が
青
海
に
住
し
た
(
表
停
車
甘
七
九
、

ー
阿
南
遼

〔第五表ノ〈ヤンアブ

ガイアユシの系統〕

-
伊
特
格
動

巴
延
阿
布
該
阿
玉
什
l

l
巴
特
巴

ハ
東
上
旗
)
門
ニ
【
二
】
門
=
一
】

礼

布

達

奇

桑

済

達

什
1

車
凌
多
爾
済

〔
第
五
衰
註
〕

〔
一
〕
ダ
キ
り
を
。
同
文
中
山
容
一
七
、
五
丁
表
の
チ
ベ
ッ
ト
綴
で
は
吋
釦

r
E。
意
味
不
明
で
あ
る
o

H
m
可
問
問
ゲ
]
同
町
田
念
日
〔
三
〕
ツ
&
リ
ン
ド
ル
ジ
吋
白
白
百
伺
仏
O
H
b
〈、同印}百円
F
P

円仏
O

H

』白

〔
一
己
サ
ン
ジ
ダ
シ

ω白
ロ
巴
包
仏
印
刷
』
〈
ω曲目凶帥

99 



100 

る
。
系
圃
は
第
五
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

)
 

-
i
 

(
 

ジ
ャ
ブ

F
r八
ω-4白
宮
系

右
に
述
べ
た
ご
と
く
「
青
海
及
び
西
套
に
分
牧
し
た
」
が
(
表
停
車
也
八
七
、
八
丁
表
〉
、

後
繕
者
の
和
喉
哩

C
o
g
-
-
(稿
放
は
巴
園
爾
額
爾
克
済
農
ロ
呉
三
口
円
四
円

Z
KロO
ロ
m
〉
の
と
き
に
ガ
ル
ダ
ン
に
襲
わ
れ
、

パ
ヤ
ン
ア
ブ
ガ
イ
ア
ユ
シ
の
子
ら
は

そ
の
長
子
で

西
套
系
で
は
最
初

に
清
朝
に
内
附
し
た
。
清
朝
は
こ
れ
に
ア
ラ
シ
ャ
ン
に
賜
牧
し
、
礼
薩
克
を
授
け
た
が
、

そ
の
弟
た
ち
の
こ
れ
に
附
し
た
も
の
多
く
、
結
局
青

海
に
留
ま

っ
た
の
は
ア
ナ
ン
ダ

〉
ロ
同
ロ
仏
印
〈
〉
ロ
白
ロ
仏
曲
、

イ
テ
ゲ
ル

E
巾

m己
、
パ
ト
バ

回
同
昨
日
白
(
吋
)
、

ジ
ャ
ブ
の
四
人
で
あ

っ
た
(
前
掲
書
同

容
八
丁
裏
)。

潅
正
三
年
札
薩
克
一
等
台
吉
を
授
け
ら
れ
た
(
前
掲
書
)。

東
上
旗

rmロ
ロ
仏
諸
色
ロ
古
島
、

5
が

こ
れ
で
、
牧
地
は
遊
牧
記
で
は
青
海
湖
東
北
岸
で
あ
り
、
東
は
南
右
翼
後
旗
、
西
は
青
海
湖
、
南
は
ジ
ュ

γ
ガ
ル
系
の
右
翼
頭
旗
、
北
は
前
左

翼
頭
旗
に
接
す
る
と
注
さ
れ
る
か
ら
、
伊
克
暗
爾
吉
必
並

J
F
Z
宮
山
云
包
可
。
。
-
の
河
畔
に
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
三
排
園
で
は
そ
の
根

接
地
は
何
等
一
不
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
三
人
の
兄
弟
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
い
が
、
こ
れ
も
ジ
ャ
ブ
と
と
も
に
近
濯
に
遊
牧
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

ジ
ャ
ブ
は
康
照
三
十
六
年
に
内
附
し
、

-100ー

(
五
)

イ
ル
ド
ゥ
チ
の
系
統

表
俸
巻
八
曲
、

四
丁
表
に
は
、

伊
勅
都
斉
矯
礼
薩
克
親
王
察
宰
丹
津
、
輔
園
公
阿
則
布
坦
札
木
素
、
台
士
口
宏
一小宰
刑
布
坦
三
旗
租
。

と
あ
り
、
そ
の
系
園
は
第
六
表
の
ご
と
く
で
あ
る
。

イ
ル
ド
ゥ
チ
の
長
子
は
翠
都
台
吉

O
g門
田
口
(
〈
冨
r
z
f
y
m円。
)gu己
批
で
あ
る
。
順
治
十
八
年
間
七
月
に
、
第
五
代
ダ
ラ
イ
ラ
マ
は
干
都

台
吉
と
と
も
に
北
勝
州
(
雲
南
省
永
北
鯨
)
で
茶
馬
貿
易
を
行
な
う
こ
と
を
願
い
、
許
さ
れ
て
い
る
が
(
聖
租
賓
銀
四
、
九
丁
裏
、

ω、叶
H
N
・
司
・

8
3、



ー
牢
都
台
士
口

伊
動
都
旗
門
|

ー
博
碩
克
閏
済
農
|

(

南

右

巽

中

緩

)

門

七

】

門

一

O
】

一
|
阿
劇
布
坦
礼
木
素
U
逮
什
那
木
礼
勅
|
「
!
稽
塔
爾

|
岱
青
巴
園
爾
|
丁
惇
多
布
都
木
布
|
達
什
那
木
礼
勃

-l隆
貫

一

円

四

】

「
車
臣
画
達
頼
略
木
布

イノレドゥチの系統〕

ニ
】

(

南

左

翼

中

旗

)

門

一

-

一

〕

ー
墨
爾
根
諾
顔
|
投
察
布
」
|
察
牢
阿
胸
、布
坦
|
|
多
爾
済
色
布
騰
H
旺
箭
克
阿
卿
布
坦
|
1
納
翠
多
爾
済

一

門八
u

一

丁

旺

尻

町

克

阿

蜘

布

坦

-

|
羅
卜
毅
丹
旋

「
旺
尻
町
克

〔第六表

門

前

頭

旗

)

門

王

】

|
察
翠
丹
津
」

l
惇
多
布
旺
礼
勅

〈
載
青
和
碩
費
〉
一

門六】

『
旺
周
到
克
!
旺
丹
多
爾
済
柏
並
木
H
H
納
牢
多
爾
務
|
達
什
仲
油
開

-.，..101ー

-
根
特
爾
|
丹
衷

(
車
臣
岱
青
)

〔
第
六
表
註
〕

〔
一
〕
ダ
イ
チ
ン
パ

l
ト
ル
ロ
恒
三
氏
ロ
問
げ
々
丘
三
〔
一
己
メ
ル
ゲ
ン
ノ
ヤ
ン

J

冨
均
四
巾
ロ
ロ

O苫
ロ
〔
三
〕
ド

ン
ド
ゥ
ブ
オ

γ
ボ

ロ

oロ仏ロ
σ
o
g
r
c〈
り

oロ

mHCσ
品
『

Oロ
司

O

〔
四
〕
サ
ェ
チ
ェ
ン
ト
ゥ
ダ
ラ
イ
カ

γ
ボ

(UROロ
S

Q
〉
仏
色
色
』
弐

HHro(八
日

rr同ロ

HMD)

〔
五
〕
ド
ン
ド
ゥ
プ
ワ
ン
ジ
キ
ル
ロ

oロ-

E
r
当

g
問
主
八
口

g

mHロ
ゲ
仏

Z
F
同
四
苫
一
三
ハ
〕
ワ
ン
シ
ュ
ク
巧

g
mロ
ロ
ス

U
Z
P
Z百
四
〔
七
〕

ダ
シ
ナ
ム
ジ
ャ
ル

ロ
島町

2
5
』巳
〈
切
昨
日

明
白
円
白
血

B
H四
百
-
〔
八
〕
ワ
ン
シ
ュ
ク
ア
ラ
ブ
ダ
ン
巧

g
mロ
耳
目
田

E

g
八
。

Z
P
Z百
四
岡
田
ゲ
ゲ
ユ
回
ロ
〔
九
〕
ワ
ン
ダ
ン
ド
ル
ジ
パ
ラ
ム
巧

S
1
2

仏
OHU
官
一
曲
目
八
口

E
F
E
S
E
O
H』

q
H
V
E
Z
B

〔一

O
〕
レ

l
タ
ル

H
h
a
E
R八
戸
田
印
手
向
〔
一
一
〕
ル
ン
プ
ム

THHUσ
己

HHH〈
HOc-u}UCB

〔一

一
一
〕
ド
ル
ジ
セ
ブ
テ
ン
ロ

O
H
U
8
σ
Rロ
八
問
仏

O
H』

m
g
y巾

σ
H
H
g

〔
二
己
ロ
プ
ザ
ン
ダ

ン
ジ

γ
Foσ
仏
N
g
m
念
旦
5
八
回

-
o
σ
s
u
σ
師同
由
ロ
ザ
《
笠
ロ

101 
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地
理
的
事
情
か
ら
し
て
も
こ
の
干
都
台
吉
は
宰
都
台
吉
で
あ
ろ
う
。

チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
(
U

呉

g
門
目
白
と

5
系

イ
ル
ド
ゥ
チ
の
後
を
縫
い
だ
の
は
第
二
子
の
ボ
シ
ヨ
ク
ト
ジ
ノ
ン
切
owo
コ
ロ
』
5
0ロm
円
で
あ
る
。
表
惇
巻
八
二
、
一
丁
表
以
下
に
よ
れ
ば
、

彼
が
清
朝
に
内
附
し
た
の
は
ガ
ル
ダ
ン
討
伐
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
ボ
シ
ョ
ク
ト
の
子
ゲ
ン
デ
ル
の

g
p『
(
根
特
爾
、
稽
競
は
車
臣
岱
草
月

nmng
岳山
、互
ロ
ぬ
)
は
ガ
ル
ダ
ン
の
女
ブ
ム
切
ロ
ヨ
〈
国
σ
z
g
(布
木
)
を
要
っ
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
ボ
シ
ョ
ク
ト
は
、
こ
の
討
伐
の
と

き
に
使
者
を
ガ
ル
ダ
ン
に
出
し
た
。
そ
れ
が
途
中
で
清
軍
に
捕
え
ら
れ
た
が
、
清
朝
で
は
こ
れ
を
機
舎
に
ボ
シ
ョ
ク
ト
に
、
青
海
タ
イ
ジ
た
ち

の
定
盟
内
附
す
る
こ
と
を
命
じ
た
(
要
略
省
一

O
、一

O
丁
裏
)
。
こ
れ
に
腰
じ
て
康
照
三
十
六
年
入
朝
し
た
の
、
が
ダ
シ
パ

l
ト
ル
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
子
の
ゲ
ン
デ
ル
を
迭
り
、
ゲ
ン
デ
ル
は
輔
園
公
の
位
を
授
け
ら
れ
た
(
要
略
各
一

O
、
二

O
了
一
き
。
間

)
 

1
 

(
 

ボ
シ
ョ
ク
ト
は
病
を
以
て
至
ら
ず
、

も
な
く
ボ
シ
ヨ
ク
ト
は
死
し
、
後
を
纏
い
だ
の
が
チ
ャ
ガ
ン
ダ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。

彼
は
康
照
四
十
年
正
月
に
入
朝
し
、
貝
勤
に
封
。
せ
ら
れ
(
方
略
谷
一
、
康
照
四
十
年
正
月
戊
午
の
線
、
聖
租
寅
録
省
二

O
三
、
六
丁
表
)
、

に
は
、
ラ
サ
に
お
け
る
ラ
ザ
ン
ハ
ン
の
死
を
直
に
朝
廷
に
知
ら
せ
て
そ
の
針
策
を
促
し
た
(
表
停
車
也
八
二
、
三
丁
裏
)
。
ま
た
麗
下
の
ジ
ャ
イ
サ
ン

五
十
六
年

-102ー

を
リ
タ
ン
ピ

F
g
に
遣
わ
し
て
チ
ャ
ム
ド

(
U
E
Z
包
含
を
窺
う
ジ

ュ
ン
ガ
ル
に
備
え
る
と
と
も
に
、
自
ら
は
五
十
七
年
九
月
に
入
朝
し

て
清
廷
と
の
連
絡
を
密
に
し
た
(
表
侍
容
八
二
、
四
丁
表
)
。

郡
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
こ
の
と
き
で
、

五
十
八
年
三
月
で
あ
る
(
霊
租
貫
録
省
二

i¥ 

一
二
丁
表
、
径
二
八
三
、
二
三
丁
表)。

五
十
九
年
に
は
新
ダ
ラ
イ
の
入
識
を
助
け
て
ラ
サ
に
至

っ
た
(
表
附
帰
省
八
二
、
四
了
裏
)
。

薙
正
元
年

ロ
同
丘
一
口
八
切
印
門
印
ロ
グ
内
在
ロ
(
丹
衷
)

略
倉
一
て
薙
正
元
年
六
月
戊
辰
の
係
、
世
宗
貫
録
谷
八
、
一
三
丁
表
、
要
略
倉
一
て
二
丁
裏
)
、

に
は
ゲ
ン
デ
ル
の
子
ダ
ン
ジ
ン

の
死
に
と
も
な
い
、

そ
の
属
衆
を
併
せ
て
統
轄
す
る
こ
と
と
な
り
(
方

ま
た
一
方
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
と
と
も
に
青
海
右
翼

入
臓
臆
援
の
功
に
よ
り
親
王
に
膏
封
さ
れ
た
(
方
略
谷
二
、
薙
正
元
年
二
月
乙
亥
の
係
)
。
表
侍
巻
八
二、

⑮
 

察
軍
丹
津
牧
河
東
、
近
松
潜
、
-
羅
卜
臓
丹
津
牧
河
西
、
近
布
隆
士
ロ
爾
地
、
以
河
篤
界
。

と
あ
り
、
商
人
が
嘗
時
の
青
海
右
翼
の
二
大
巨
頭
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

を
領
有
し
、

五
丁
一
表
に
は
、



薙
正
元
年
に
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
乱
が
起
り
、

こ
の
と
き
、
彼
は
ロ
ブ
、
ザ
グ
に
攻
撃
さ
れ
て
河
州
へ
退
避
し
た
が
、
親
中
園
の
姿
勢
は

⑫
 

全
く
饗
え
な
か
っ
た
。
詳
し
い
事
情
は
別
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
凱
が
一
躍
鎮
定
さ
れ
、
礎
体
正
三
年
に
彼
は
札
薩
克
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
(
表
停

車也八
二
、
六
丁
表
〉
、
こ
れ
が
前
頭
旗

何
B
C
ロ
同
町
三
m
E
H
ρ
o
丘
三
ロ
で
あ
る
。
そ
の
牧
地
は
方
略
に
よ
れ
ば
、
「
松
潜
を
去
る
こ
と
止
か
四
五
日

程
」
で
あ
り
(
遊
牧
記
所
引
)
、

十
三
排
園
十
排
西
こ
で
は
、
黄
河
の
支
流
巴
恰
恰
柳
禿
必
位
切
回
苫
円
山
田
写
ロ

E
可
。
。
-
の
流
域
に
そ
の
所
が
標

さ
れ
て
い
る
。
巴
恰
暗
柳
禿
必
控
は
バ
ガ
ゴ
ル
ジ
河
と
思
わ
れ
る
が
、
十
三
排
園
の
そ
れ
は
、

一
般
地
固
と
は
反
射
に
、
即
ち
東
か
ら
西

ヘ
流

れ
て
黄
河
に
入
っ
て
い
る
。
中
華
地
園
集
巻
三
、
青
海
人
文
聞
に
よ
れ
ば
、
保
安
河
の
支
流
魯
蔵
河
の
北
岸
に
、

そ
れ
は
置
か
れ
て
い
る
。

(2) 

ア
ラ
ブ
ダ
ン
ジ
ャ
ム
ソ
〉

g-u円宮ロ
Y
5
8
八回同白
σ
ゲ
ユ
国
ロ

Hm可
m
H
B
g
r
o
系

ア
ラ
ブ
ダ
ン
ジ
ャ
ム
ソ
に
つ
い
て
の
事
蹟
は
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

難
正
三
年
に
礼
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
が

そ
の
牧
地
は
遊
牧
記
に
、

(
表
停
申
也
八
七
、

一
丁
裏
)
、

こ
れ
が
南
右
翼
中
旗
開

B
ロロ

Z
E
Eロ
苫
同
仏

O
B
E
門
吉
弘
吉
ロ
で
あ
る
。

「
魯
察
布
投
山
の
西
」
と
あ
る
が
、

ま
た
こ
の
山
は
西
傾
山
で
あ
る
と
い
う
。

魯
察
布
技
山
は
阿
C
E
r
r
z
r
c
z
m
呉
c
E
で、

T
H
E
m
は

vc-呉
(
泉
〉

の
意
で
あ
る
(
同

-103ー

文
志
省
一
五
、

一
六
丁
表
)
。
十
三
排
園
で
は
魯
察
布
技
阿
林
の
東
、
阿
斉
諾
悶
汗
〉
す

-5
5
5
官
ロ
の
牧
地
の
南
、
庫
庫
烏
蘇
必
控
同
c
w
m

g
z
r
F
S
の
流
域
に
そ
の
所
、
が
一
示
さ
れ
て
い
る
。
中
華
地
園
集
で
は
、
ラ
プ
ラ
ン
盟
曲
目
肖
包

(
夏
河
〉
の
西
の
魯
識
河
の
南
側
に
あ
る
。

(~) 

チ
ャ
ガ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
回
『

g
R与
円
四
国
ロ
系

チ
ャ
ガ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
の
父
ラ
チ
ャ
ブ
戸
同
首
ゲ
八
口
長
田
ご
与
田
(
位
察
布
〉
は
、

羅
貝
勤
と
な
っ
た
が
(
方
略
容
二
、
潅
正
元
年
二
月
乙
亥
の
係
〉
、

ダ
ラ
イ
の
入
蔵
を
逢
っ
た
功
に
よ
り
、

潅
正
元
年
に
多

る
に
及
ん
で
、

同
年
七
月
起
っ
た
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
蹴
に
加
措
し
、

巴
エ
爾
略
木
∞
2
r
r曲
目
的
に
逃
れ
た
(
方
略
倉
一
三
、
落
正
元
年
十
二
月
戊
午
の
僚
、
世
宗
賓
鎌
倉
一
四
、

清
の
大
軍
が
至

一
O
丁
表
)
。

た
だ
そ
の
子

成
の
係
)
、

の
チ
ャ
ガ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
は
清
軍
に
来
投
し
た
の
で
、
ラ
チ
ャ
ブ
は
罪
を
赦
さ
れ
、

三
年
に
は
礼
薩
克
を
授
け
ら
れ
た
(
表
停
車
也
八
二
、
五
丁
裏
〉
。
し
か
し
潅
正
九
年
の
ト
ル
ゴ

l
ト
の
ノ
ル
ブ
の
反
範
に
は
ま
た
加
措

清
朝
で
は
こ
れ
を
機
に
チ
ャ
ガ
ン
ア
ラ
ブ
ダ
ン
を
札
薩
克
一
等
台
吉
に

鎮
園
公
に
降
等
さ
れ
て
(
方
略
各
一
四
、
潅
正
二
年
五
月
圭
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し

の
ち
降
服
し
た
が
(
表
停
車
也
八
二
、
六
了
裏
、
各
八
八
、
二
丁
表
〉
、



根
必
位
叶
位
同

m
g
E
E
の
流
域
に

降
等
し
た
(
表
停
容
八
八
、
二
丁
裏
)
。
南
左
翼
中
旗
開
自
己
D
-
m
m
ロ
ロ
苫
同
門
吉
B円

山
田

A
O
巴
苫
ロ
が
こ
れ
で
、

そ
の
牧
地
は
、
十
三
排
固
に
園
爾
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「
貝
勤
並
察
布
所
居
」
と
標
さ
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
っ
て
イ
ル
ド
ゥ
チ
の
系
統
は
、
黄
河
の
屈
曲
部
ト
ゥ
ル
ゲ
ン
河
か
ら
ク
ケ
ウ
ス
河
の
あ
た
り
に
遊
牧
し
て
い
た
こ
と
が
分
る
が
、

こ
れ
が
右
翼
の
最
南
端
と
考
え
ら
れ
る
。
卒
番
奏
議
に
よ
れ
ば
(
遊
牧
記
所
引
〉
、

蒙
古
札
薩
克
郡
王
達
什
仲
顛
等
四
旗
、
均
在
河
南
、
較
河
北
各
旗
、
梢
帰
富
強
。

と
あ
り
、
こ
れ
ら
の
旗
が
他
と
比
べ
て
良
好
な
牧
地
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
達
什
仲
覇
。
乱
と
ロ
ロ
関
口
包
〈
∞

r
s
t凹
ザ
ゲ
可
z
p

m
ロ
曲
目
は
遊
牧
記
に
よ
れ
ば
、
納
牢
多
爾
済

Z
呉

g
仏

O
H
b
〈
Z白
血

四

円

-
Z
D
L
O

吋
な
の
子
で
あ
る
と
い
う
か
ら
、
前
頭
旗
の
札
薩
克
で
あ

り
、
四
旗
と
い
う
の
は
同
書
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
前
頭
、
南
左
翼
中
、
南
右
翼
中
、
ト
ル
ゴ

l
ト
南
前
の
四
旗
を
指
し
て
い
る
。

註①
山
口
瑞
鳳
「
願
寅
汗
の
チ
ベ

ッ
ト
支
配
に
至
る
経
総
」
(
岩
井
博
士
古
稀

記
念
典
籍
論
集
、
東
京
、
大
安
書
底
、
昭
和
三
十
八
年
〉
。
ω吋
H
F
同

y
H
H
N
-

②

康

黒
三
十
六
年
二
月
に
お
け
る
保
住
の
疏
言
に
、
デ
パ
H

サ
ン
ギ
ェ
ギ
ャ

ム
ツ

ω《
佐
官

ω陣営
H

唱
曲
印
門
間
苫
自

Z
Z
の
奏
が
引
い
て
あ
り
、
そ

れ
に
、

青
海
八
台
士
口
倶
達
額
痢
腕
之
弟
子
。

な
る
語
が
見
え
る
(
朔
漠
省
三
六
、
一
六
丁
裏
〉
。

サ
ン
ギ
ェ
の
言
葉
で
あ

る
か
ら
「
青
海
八
台
吉
」
は
チ
ベ

ッ
ト
語
の
謬
と
考
え
ら
れ
る
が
、
や
は
り

塞
外
で
も
こ
の
よ
う
な
呼
び
方
が
存
し
た
詮
接
と
も
い
え
る
。

③
】
Z
E各
自
は
満
洲
語
で
「
廟
」
の
意
、
蒙
古
語
凹
昨
日
。
、
チ
ベ

ッ
ト
語
一

E

rzbが
こ
れ
に
割
腹
す
る
ハ
田
村
賓
造
・
今
西
春
秩
・
佐
藤
長
共
編
「
五

〔
未
完
〕
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鐙
清
文
鑑
謬
解
」
、
上
容
、
京
都
、
京
都
大
農
文
皐
部
内
陸
ア
ジ
ア
研
究
所

刊
、
昭
和
四
十
一
年
、

Z
0・
5ω
品

ω)
。
沼
恒

-eHF
は
ト
ル
コ
語
冨
阻
止
門
戸

〈凹
r
F
V
向
色
丹
同
市
可
帥
〈
粥
勤
併
)
か
ら
き
た
語
で
あ
ろ
う
。

④
ゴ
マ
ン
寺
は
、
十
三
排
園
に
、
西
寧
の
北
、
北
川
の
上
流
に
郭
奔
珠
克
特

亨

ω
m
O
B
E
y
r丹市
y
g
と
あ
る
も
の
で
、
青
海
地
方
で
は
ク
ン
ブ
ム
に

次
ぐ
名
刺
で
あ
る
。

⑤
羽
田
明
「
ガ
ル
ダ
ン
侍
考
設
」
(
東
方
謬
曾
創
立
十
五
周
年
記
念
東
方
事

論
集
、
東
京
、
東
方
皐
曾
刊
、
昭
和
三
十
七
年
)
、
二
二
五
頁
。

③
佐
藤
長
「
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
蹴
に
つ
い
て
」
(
史
林
第
五
五
容
第

六
獄
、
昭
和
四
十
七
年
)
。

⑦
式
黒
巴
は
満
洲
語

Z
Z
E
(居
住
し
た
所
)
の
音
誇
で
あ
ろ
う
。
康
照

圃
に
満
洲
語
で
こ
の
よ
う
に
書
き
こ
ま
れ
て
い
た
の
を
人
名
主
謀
っ
た
の
で
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引あ
ろ
う
。

③
貝
子
チ
ェ
チ
ェ
ン
ダ
イ
チ
ン
H

ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ル
ジ
ャ
の
死
に
劉
す
る
遺
官

致
祭
は
、
康
照
六
十
年
夏
四
月
壬
寅
で
あ
る
(
聖
租
貫
録
轡
二
九
二
、
八
丁

裏〉
。

こ
の
ゴ
マ
ン
取
は
明
か
で
な
い
が
、
前
註
①
に
記
し
た
西
寧
東
北
迭

の
ゴ
マ
ン
廟
で
は
あ
る
ま
い
。
六
十
年
に
は
既
に
ダ
ラ
イ
は
ラ
サ
に
到
着
し

て
い
る
の
で
、
或
は
ラ
サ
の
レ
ボ
ン
寺
の
ゴ
マ
ン
ラ
サ
ン

ω
問
。
自
立

関
門
宅
問

Z
E岱
で
あ
ろ
う
か
。

③
要
略
昌
也
一

O
、
二
一
了
表
に
即
位
前
の
ラ
ザ
ン
と
彼
と
の
や
り
と
り
が
あ

る
。

⑬
同
文
志
倉
一
七
、
一

O
丁
表
で
は
〉
吾
同
2
と
な
っ
て
い
る
が
、
漢
音
よ

り
す
れ
ば
〉
日
σ己
と
す
る
方
が
普
通
で
は
な
い
か
と
思
う
e

⑪
と
も
に
嘉
俗
関
の
側
を
通
る
挑
賛
河
叶
，
E
-
2
3
0一
の
上
流
で
あ
る
。

⑫

協
理
台
官
、
管
旗
章
京
な
ど
旗
の
幹
部
級
の
職
掌
の
説
明
は
、
矢
野
仁
一

「
近
代
蒙
古
史
研
究
」
(
京
都
、
弘
文
堂
、
昭
和
千
年
)
、
八
八
頁
に
詳
し

E
U
 

⑬

佐

領

ω
o
g
z
(ロ
〉
は
旗
の
下
の
組
織
、
本
来
の
意
味
は
「
矢
」
、
満
洲
語

Z
E
H、
チ
ベ

ッ
ト
語
包
含
ザ
仲
間宮
、
古
く
は
一

O
五
人
の
兵
士
と
そ
の
家

族
よ
り
成
る
。
現
在
は
「
部
落
」
、
「
村
」
な
ど
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。

⑬
遊
牧
記
で
は
ツ
ェ
リ
ン
ド
ル
ジ
と
ド
ル
ジ
の
雨
方
が
各
々
一孔
藍
克
に
な
っ

た
ご
と
く
記
す
が
誤
で
、
前
者
だ
け
が
礼
薩
克
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

⑬
世
租
貫
録
容
三

O
、
二
一
丁
裏
、
順
治
四
年
甲
申
の
係
に
、
「
厄
魯
特
部

落
の
呉
覇
錫
台
吉
」
の
朝
貢
が
見
え
て
い
る
が
、
こ
れ
が
ダ
ラ
イ
ウ
パ
シ
を

指
し
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
彼
は
四
年
に
既
に
入
貢
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
た
だ
同
時
代
に
、
グ
シ
ハ
ン
の
兄
弟
ク
ン
ド
ゥ
レ
ン
ウ
パ
シ
穴
回
目
L
E
-

-oロロゲ曲
W
F

及
び
そ
の
子
の
ウ
パ
シ
ホ
ン
タ
イ
ジ
ピ
σ印
刷
-
』

O
口
同工
恒
三
訟
が

あ
り
、

一と
も
に
呉
覇
錫
台
士
ロ
と
呼
ば
れ
る
可
能
性
は
あ
る
。
し
か
し
こ
の
系

統
は
在
ジ
ュ
ン
ガ
リ
ア
の
ホ
シ
ョ
ト
で
あ
り
、
順
治
初
期
の
「
厄
魯
特
」
は

青
海
ホ
シ
ョ
ト
を
青
山
味
す
る
こ
と
多
い
か
ら
、
順
治
四
年
の
呉
親
錫
は
ダ
ラ

イ
ウ
パ
シ
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
大
き
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

⑬
エ
ム
ネ
ブ
ル
ン
ギ
ル
河
で
あ
っ
て
、
敦
煙
の
東
の
プ
ル
ン
ギ
ル
河
で
は
な

'
L
V
 

@
前
掲
「
ロ
ブ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
の
反
飢
に
つ
い
て
」
(
一

O
頁〉
。
ま
た
彼
の

簡
草
な
事
蹟
は
ベ
テ

ッ
ク
氏
が
既
に
述
べ
て
い
る
・
(ZCHg-
同Y
N
∞N
)
。
な

お
氏
が
、
チ
ャ
カ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
ロ
プ
ザ
ン
ダ
ン
ジ
ン
、
ダ
ヤ
ン
が
左
翼

λ

エ
ル
デ
エ
エ
ル
ケ
ト
ク
ト
ネ
ー
が
右
翼
を
領
し
た
と
す
る
の
は

(
Z♀
F

唱
-
N
∞
叩
)
、
左
右
翼
を
と
り
ち
が
え
て
い
る
。

〔
略
語
表
〕

表
侍
H

「
外
藩
蒙
古
回
部
王
公
表
停
」

要
略
』
踊
韻
士
「
皇
朝
務
部
要
略
」

方
略
H

「
卒
定
準
鴫
爾
方
略
」

朔
漠
H

「
卒
定
朔
漢
方
略
」

遊
牧
記
H
張
穆
「
蒙
古
遊
牧
記
」
。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
、
同
書
名

一二、

青
海
額
魯
特
蒙
古
遊
牧
所
在
。

新
志
H
楊
態
環
「
西
寧
府
新
志
」

同
文
士
山
H

「
西
域
同
文
志
」

十
三
排
圃
H

「
清
十
三
排
圃
」
。
特
に
断
り
の
な
い
限
り
問
書
九
排
西
二

「
蘭
州
府
・
西
寧
府
」
。

中
華
地
圃
集
H
H

張
其
均
編
「
中
華
民
国
地
圃
集
」
第
三
冊
、
華
北
、
閤
防
研

究
院
、
一
九
六
一
年
。
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Chinese people to strong rｅがstance,and brought about ａ new　develop-

ment in the situation of the anti･Japanese movement in North-western

China, as it occurred in ａ tense atmosphere on the eve of the all out

war between Japan and China｡

　　

In this article,the author tｒａ£esthe reaction of the Ｇｕｏ･min-dang

國民M against this affair,the upsurge and shift of the tone of anti-

Japg.nese arguments through the χi-pei･xiang-dao 西北饗導(published at

χi･ａｎ西安), and the activitiesof the Red Army 紅軍which collected

at the Shan-pei 訣北headquarters after Chang-zheng 長征（tｈｅLong

March). The author shows through these studies that the time for the

formation of an anti-Japanese united front, the formation of which the

Communist Party　of China　had appealed　for, was nearing rapidly,

making the Sui-yuan ａ丘airａ turning point.

Rise and Progress of the Qing-hai 青海

　　　　　　　　

Nomad Tribes

　　　　　　　　

Hiｓａｓki　Ｓａtｏ

　　

Ａ great change occurred in Qing-hai 青海and Tibet ａ･tabout the

turning-point from the Ming 明dynasty to the Qing 清dynasty. That

is, Gusi qan, the chief of the Qosirud branch of the Oyirad tribe,

leading his branch, entered Lha sa, helped the Dalai Lama establish his

regime ；　afterthis event his branch was to be stationed at Qing-hai.

This branch was called the Qing-hai Qosiγud branch. The eight sons

of Gusi qan were called the Qing-hai eight tayijis青海八台吉: they had

great political and military influence over the North-western frontier

of China.

　　

But the ｎｅχtgeneration ｅχhibited a growing tendency towards

disunity. At the beginning of the 18th century, the power of this branch

decreased and, in inverse proportion, the pressure of the Qing dynasty

upon this branch increased. Lobdzan､g danjin, one of the leaders of

　　　　　　　　　　　　　　　　　

－3－



this branch, revolted in 1723. In dealing with this rebellion, the Qing

dynasty succeeded in bringing the branch completely under its control,

by introducing ａ Banner　system similar to what had been introduced

in Inner Mongolia｡

　　

In this article, the auther traces Ｇｕ§iｑａｎ゛ｓstationing at Qing-hai,

the activities and the genealogy and pasture lands of his descendants,

in order to obtaiよａ deeper understanding of the situation of the North-

western frontier in this period.
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